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基本情報/大学・大学院/試験区分…
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在住地 人数

東京都 5

京都府 3

大阪府 2

神奈川県 2

千葉県 2

長野県 1

新潟県 1

兵庫県 1

内定者DATA

男女比 学位

在住地

内定者統計

男性女性

学部卒院卒

13

4

98

4

※官庁訪問時



0 1 2 3 4 5

早稲田大学

京都大学・大学院

神戸大学

大阪大学

国際基督教大学

信州大学

中央大学

筑波大学大学院

東京大学大学院

新潟大学

立命館大学大学院

大学・大学院

試験区分(学部卒)

教養

法律

経済

政治・国際

・人文

試験区分(院卒)

6

3

1

3

教養

院卒

(行政)

1

3

研究科学部

理学部

法学部

国際人間科学部

教養学部

国際教養学部

文化構想学部

教育学部

5

公共政策系

法律

農学部

2

1

1

1

1

1

1

2

2

5



試験について

席次 勉強方法

1

7人

1人
3人

3人

7

4

5

6

1

10

教養

政治・国際

・人文

法律

経済

院卒(行政)

予備校

生協講座

独学

～25%

26%～

50%

51%～

75%

75%～

3人
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訪問日

1-2 3-5 6-10 11-20 20-30 30-
0

1

2

3

4

5

説明会の参加回数

環境省インターン

1日目

2日目

3日目

9人

6人

2人

官庁訪問関連

710

参加

不参加
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0 1 2 3 4 5

サークル

部活

ボランティア

アルバイト

インターン

留学

サークル設立

学業

その他

ガクチカ

民間就活

5

12

併願した公務員

国家一般職、国税専門官

東京都庁、特別区、地方上級、

国会職員

その他

併願なし、院進

併願した民間企業

独立行政法人、大学法人

コンサル

環境経営コンサル

データコンサル

金融系

損害保険
メーカー

印刷等

新聞社

出版社

有無

インフラ系

物流

エネルギーIT

その他

ゼミ長、学生団体

市民会議、地域団体

模擬裁判

※複数回答可。
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一日目 環境省 環境省 環境省 環境省 環境省

二日目 経産省 経産省 農水省 農水省 農水省

三日目 農水省 なし なし なし なし

一日目 環境省 環境省 環境省 環境省
総務省

(ICT)

二日目 総務省 国交省 厚労省 国税庁 環境省

三日目 経産省 なし
出入国

管理在庁
なし なし

一日目 総務省 農水省 内閣府 なし 厚労省

二日目 環境省 環境省 環境省 環境省 環境省

三日目 なし 文科省 なし 農水省 なし

一日目 外務省 外務省

二日目 農水省 内閣府

三日目 環境省 環境省

第二クールから

新しく訪問した省庁

国交省(1名)

訪問省庁
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内定者

プロフィール

大学/ 学部/ 在住 / 趣味

ガクチカ/ 就活の軸…

２
０

２
３

年
　

夏
沖

縄
　

　
瀬

長
島

　
ウ

ミ
カ

ジ
テ

ラ
ス
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鬼滅の刃
興味のある政策

立命館法科大学院

法務研究科

在住▶京都府

趣味▶旅行

ガクチカ

冷やし担々麺

鬼滅の刃がめちゃくちゃ

話題になってますね

最近私の中で冷やし担々麺ブームが

きています。きっかけは中央合同庁舎5号館の

中華屋さんの冷やし担々麺です

マイブームガクチカ 就活の軸

大阪大学

理学部物理学専攻

在住▶大阪府

趣味▶物理

トド

経

済

区

分

志望業界

院

卒(

行

政)

区

分

就活の軸

鬼滅の刃

もも

キツネ

おすすめの瀬戸内の島

興味のある政策志望業界

豊島

小豆島

佐柳島

経験的、知見的

両面からの勉強

復興

カーボンプライシング

人のつながりを守る！

国家公務員

GX,ESG

学業

持続可能性

環境

ももブームもきています
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国際基督教大学

教養学部

専攻▶国際関係学

在住▶東京都

趣味▶読書、散歩、音楽鑑賞

鬼滅の刃

興味のある政策

神戸大学

国際人間科学部

研究▶プラスチック汚染問題

における予防原則の適用

在住▶大阪府

趣味▶ピアノ、料理

ホラーゲーム実況の視聴

ガクチカ

好きなフルーツ

好
き
な
新
聞
・
雑
誌

ガクチカ 就活の軸

シマエナガ

政

治

・

国

際

・

人

文

区

分

志望業界

教

養

区

分

就活の軸

一
、
対
馬
新
聞

三
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス

ツシマヤマネコ

二
、
法
律
時
報

興味のある政策
志望業界

もも

ラ・フランス

ブルーベリー

設立3年目の環境サークルの

活動振興に尽力しました。

プラスチック資源循環

廃棄物処理技術の輸出

環境問題の解決に

携わる仕事

公務員、コンサル、IT

エネルギー販売

各年度で異なるインターン等に

参加し、自分の仕事観を

探ったこと。

「学び続けられる分野」

「社会のために働いているという実感」

「毛並みが似ている職場」

環境金融

福島復興

官公庁
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鬼滅の刃

興味のある政策

法

律

区

分

就活の軸

中央大学

法学部法律学科

専攻▶都市政策

在住▶神奈川県

趣味▶映画鑑賞、アニメ鑑賞

読書、旅行、サッカー、プラモデル制作

ガクチカ

メロい🫶名探偵ガクチカ 就活の軸

早稲田大学

法学部

専攻▶環境法

在住▶東京都

趣味▶水泳、射撃、映画鑑賞

ひつじ

法

律

区

分

志望業界

浅見光彦

榎木津礼次郎

たぬき

世良真純

好きな映画

興味のある政策
志望業界

STARWARS

ローグ・ワン

キングスマン

機動戦士ガンダム

逆襲のシャア

政策提言イベント運営、ゼミ長

ボランティア活動(海岸清掃)、

アルバイト(個別塾の講師)

社会課題解決のフィールドが

大きいこと(影響の大きさや手段の多様さ)、

興味があること

(エンターテインメントや環境問題)

環境経済、地球温暖化、

海洋プラスチックゴミ問題

官公庁

大手メーカー(総合電機や印刷系)

エンターテインメント業界

部活、副専攻

獣害対策、環境犯罪

消費者行動、海洋

ルールづくり

と運用

公務員

(2016)

(2015)

(1988)

(名探偵コナンシリーズ)

(浅見光彦シリーズ)

(百鬼夜行シリーズ)
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鬼滅の刃

興味のある政策

新潟大学

法学部

専攻▶国際宇宙法

在住▶新潟県

趣味▶旅行、SF

ガクチカ

好きなシリーズ

もの

ガクチカ 就活の軸

早稲田大学

国際教養学部

研究▶移民アイデンティティ

在住▶千葉県

趣味▶散歩、おいしいもの巡り

クラゲ

政

治

・

国

際

・

人

文

区

分

志望業界

就活の軸

ハリー・ポッター

ポケットモンスター

パンダ

相棒

おすすめのSF映画

興味のある政策
志望業界

インターステラー

2001年宇宙の旅

スターウォーズ

EP4

教

養

区

分

留学

温暖化対策・資源循環

公益性の高さ

公務員

将来によりよい日本を繋ぐ

官公庁、

損害保険、メーカー

模擬裁判

長期インターン

国際協力、環境再生

(2014)

(1968)

(1977)
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鬼滅の刃
興味のある政策

京都大学

農学研究科

生物資源経済学専攻

森林経済政策学分野

在住▶京都府

趣味▶ボードゲーム、リコーダー

ガクチカ

Netflixシリーズ

(ウェンズデー)の視聴

普段行かないような

お店に入ってみる

(街中のパン屋さんなど)

最近のマイブームガクチカ 就活の軸

ナマケモノ

政

治

・

国

際

・

人

文

区

分

志望業界

就活の軸

早稲田大学

法学部

専攻▶国際法

在住▶東京都

趣味▶水泳(泳げませんが)

アグリコラ

Age of Renaissance

キリン

最近好きな

ボードゲーム

興味のある政策
志望業界

区民プールで

水泳練習

教

養

区

分

アーク・ノヴァ 

新たなる方舟 

留学先での課外活動

気候変動、福島再生

気候変動に関わる業務

公務員、コンサル

Payment for ecosystem・

排出量取引制度、

環境価値の経済評価

サークル・アルバイト

(留学)

大学で学んだ内容が活かせるか

奉仕的な活動ができるか

公務員

データサイエンティスト
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興味のある政策

東京大学大学院

公共政策学教育部

在住▶神奈川県

趣味▶旅行、音楽鑑賞、ドラム

ガクチカ

好きなミステリー小説

オカバンゴデルタ上空を

セスナ機で飛行

ガクチカ
就活の軸

アンテロープ

院

卒(

行

政)

区

分

志望業界

就活の軸

国際基督教大学法学メジャー→

筑波大学大学院

国際公共政策学位プログラム

専攻▶国際法

在住▶東京都

趣味▶アイドル鑑賞、大人の塗り絵

Summer Sonic 

Tokyo 2025

ひよこ

今年楽しかったこと 

BEST 3

興味のある政策
志望業界

宮部みゆき

『蒲生邸事件』

東野圭吾

『マスカレード・ホテル』

道尾秀介

『向日葵の咲かない夏』

院

卒(

行

政)

区

分

ボツワナの国道で

ゾウとキリンを発見

学生団体（日英翻訳）

箏曲部

法律に関われること

人獣共通感染症

環境保健

公務員

体育会

サークル立ち上げ

地域脱炭素

地球温暖化対策

社会をより良く

変えれる仕事

国家公務員
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神戸大学

国際人間科学部

専攻▶脱炭素政策

在住▶兵庫県

趣味▶野球、野球観戦、ドライブ、旅行

鬼滅の刃

興味のある政策

早稲田大学

教育学部

専攻▶地理学

在住▶東京都

趣味▶ウィンタースポーツ、野球観戦

ガクチカ

おすすめ日本旅行先
ガクチカ 就活の軸

マッコウクジラ

志望業界

就活の軸

法務省

宮内庁

カピバラ

庁舎がいい感じの省庁

興味のある政策
志望業界

北海道

福岡県

神奈川県

教

養

区

分

会計検査院

体育会軟式野球部でのサポート

によって、チームに貢献した。

社会貢献性の高さ

より良い未来の実現への貢献

脱炭素政策、福島復興

公務員、電力、ガス、

物流、メーカー

アルバイト

福島復興、廃棄物

社会貢献性

公務員

教

養

区

分
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京都大学

法学部

専攻▶環境法

在住▶京都府

趣味▶野球観戦、ウォーキング

鬼滅の刃

興味のある政策

ガクチカ

散歩で聞く

好きな曲

ガクチカ 就活の軸

早稲田大学

文化構想学部

専攻▶社会学、サステナビリティ

在住▶千葉県

趣味▶身体を動かすこと

(テニス、ハイキング)

しばいぬ

法

律

区

分

志望業界

就活の軸

ドイツ

🇩🇪

スイス

🇨🇭

アカハライモリ

オススメの旅行先

興味のある政策
志望業界

アカシア

インフェルノ

スパークル

教

養

区

分

ニュージーランド

🇳🇿

地域循環共生圏・脱炭素・

ネイチャーポジティブ等

ボランティア活動(間伐による森林

保護・川の清掃や外来種駆除などの

環境保全活動)

ボランティア活動等を通じて、人々の心や

思い出を彩る日本の豊かな自然環境を守り、

将来世代へ繋いでいきたいと思いました。

そのために、企業価値に囚われず、将来世代や

自然環境といった声なき者の声に真摯に耳を

傾け、長期的かつ中立公正な立場で社会全体の

持続的発展に貢献したいと考えていました。

国家公務員

自然環境、資源循環、

福島復興

地元スポーツ組織の

役員を務めたこと。

公務員、独立行政法人、

インフラ系

自然環境と人の命を守ること、

未来志向、

現場を大切にすること。

BUMP OF CHICKEN

Mrs.Green Apple

RADWIMPS

18



鬼滅の刃

興味のある政策

好きな生き物
ガクチカ 就活の軸

信州大学

理学部

理学科・物質循環学コース

在住▶長野県

趣味▶音楽を聴くこと、博物館巡り

教

養

区

分

志望業界

メンダコ

犬

メンダコ

レッサーパンダ

一般社団法人でのプログラム参加、

長期インターン／サークル設立、運営

気候市民会議など市の環境行政へ携わること

叶えたい将来に繋がること

環境教育

環境行政

エネルギー系

佐賀県

杉ノ原展望台

2024年夏
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試験対策

教養/ 法律 / 経済  

 政治・国際・人文 / 院卒(行政) 

２
０

２
５

年
　

初
夏京

都
府

　
丹

波
　

篠
山
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2026年から春にも上記教養区分の受験が可能になります！

教養区分か、こちらのそれ以外の区分か選択可能です。

・一次試験は、

教養科目Ⅰ部(文章理解、数的処理)30題

教養科目Ⅱ部(数学、化学、物理、日本史、世界史、倫理、時事etc.)40題

が出題される。

・二次試験は、

企画提案試験(プレゼンテーション)、

政策課題討議(グループディスカッション)、人事院面接。

・高校で習うような、幅広い科目の知識を活かせる。

・大学2年生(19歳)からの受験が可能であり、官庁訪問の準備に時間を確保

しやすい。また、民間就活も並行して行いやすい。

教

養

区

分

教

養

区

分

以

外

2025

2026

2027

2028

大学1年生

大学1〜2年生

・大卒程度試験の総合職事務系では、法律区分、経済区分、

政治・国際・人文区分がある。

一次試験は、教養科目(文章理解、数的処理、時事)30題と、

　それぞれの専門科目から40題出題。

二次試験は政策論文と専門科目の記述、人事院面接。

・院卒者試験の総合職事務系では、院卒(行政)区分がある。

一次試験の教養科目は大卒程度と同様の形式、専門科目は系統選

択制。

二次試験は、政策課題討議と専門科目の記述、人事院面接。

・大学で学ぶ、専門的な知識を活かせる。

(もちろんイチからの勉強も可能！)

・専門科目は国家公務員一般職などの試験科目と重なっているものも

あり、公務員試験の併願がしやすい。

大学2〜3年生

大学3〜4年生

4月

1月

12月

大学3〜4年生2028

3月〜4月頃 10月〜11月頃

3月〜5月頃

6月

6月

試験区分

2025年4月入学の▶

現役生が、大学4年生の

6月に官庁訪問する場合

※詳細は人事院のホームページをご確認ください。
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◀2025年4月入学の

現役生が、大学4年生の

6月に官庁訪問する場合

2026年4月から

春の教養区分

試験が開始！



高校時代の復習

(学習形態)独学

大学図書館で過去問を借りて解いていました。

めっちゃ難しかったです。

(学習形態)独学

(学習形態)独学

二次試験の

対策開始

説明会参加開始

大学２年夏 説明会参加開始

大学2年冬

試験一か月前

二

次

対

策

一

次

対

策

(企画提案対策)

指定された白書から出題テーマを予想（3つほど）、

文献からリサーチして政策案を作る、

(企画提案対策、政策課題討議対策)

特になし

教養区分

一次試験の

対策開始一週間前

教養区分一次試験

2025.4

教養区分二次試験

人事院面接の

対策開始

説明会参加開始

一次試験の

対策開始

教養区分一次試験

一次試験の

対策開始

二次試験の

対策開始

教養区分一次試験

2025.11 教養区分二次試験

参考書を解く（スー過去）

(人事院面接対策)

特になし

一週間前

(企画提案対策試験)

生協の公務員講座を受けている

友達に対策を聞いていました。

(人事院面接対策)面接カード提出前には、記入したカードを農水

省にいる同期に見てもらい、フィードバックをいただいていま

した。また、面接前のお昼休憩に見直して何を聞いていただけ

るかについて考えていました。

(政策課題討議接対策)インターネットで公務員予備校が公開

しているページを調べ、どのような試験内容なのかを確認し

て、課題解決のために必要な視点とコツを見ていました。

(政策課題討議対策)

民間就活をする、ゼミなどでたくさん議論をする

(人事院面接対策)

友人や試験対策団体で模擬面接をする（5回ほど）

一

次

対

策

一

次

対

策

一

次

対

策

二

次

対

策

二

次

対

策

テーマに関係する人に話を聞く（僕の場合は労働局）、

友人にプレゼンを聞いてFBをもらう

教養区分二次試験

大学3年夏

人事院面接の

対策開始

2025.10

22

内定者は
こんな対策を
していました！



公務員講座の一次試験対策

(学習形態)生協講座

数的処理の場合、ひたすら過去問集を解き、苦手

な分野に絞って2〜3週する。 論文試験の場合、い

ろいろな政策分野について、現状と課題を整理

し、政策の方向性を予め決めておいて、当日なる

べく早く、かつ妥当な内容で答案を書けるように

した。

二

次

対

策

(学習形態)予備校

一

次

対

策

(企画提案対策)

予備校の予想テーマを元に、案を練り上げ、

4、5個の施策を軽く考える。

一次試験の

対策開始

二次試験の

対策開始

大学１年11月

教養区分一次試験2024.10

教養区分二次試験

人事院面接の

対策開始

説明会参加開始

二次試験の

対策開始

教養区分一次試験

説明会参加開始

2024.4

説明会参加開始

2024.6

一次試験の

対策開始

二次試験の

対策開始

教養区分一次試験

2024.10

教養区分二次試験

大学３年6月

(人事院面接対策)

これまでの経験と学びの言語化、公務員講座の方と練習

(企画提案対策試験)

・提示された資料の読み込み(現状、課題、解決の

方向性、現在行われている政策内容を確認する) 

(人事院面接対策)

・面接カードの作成 ・予備校による添削

(政策課題討議接対策)

・予備校の模擬練習の活用 ・京僚会の模擬練習の活用 

・(省庁研究も兼ねて)政策立案体験イベントの参加

(政策課題討議対策)

民間就活でGDの選考があるインターンを申し込んで、慣れる

(人事院面接対策)

面接カードの添削、予備校の模擬面接

一

次

対

策

一

次

対

策

一

次

対

策

二

次

対

策

予備校のテキスト

(自然科学、社会科学、憲法、数的処理)

二

次

対

策

一次試験の

対策開始

(企画提案対策試験)

練習を繰り返してロジカルシンキングと話題収束さ

せる癖をつける、最近ホットな世界の課題を調べる

(政策課題討議接対策)今何が起きているのかをニュースなど

で知り、それに対して自分の意見を持つようにする（可能な

ら家族や友達と話す）

・政策案を2〜3パターン考える 

・予備校の模擬面接で質問してもらい、内容の改善に努める

(学習形態)予備校

大学2年夏

大学2年10月

2024.8

教養区分二次試験

人事院面接の

対策開始

大学３年10月

大学３年12月

2024.11

2024.11

2024.11

23



教養試験向け勉強、法律と経済を少し

(学習形態)予備校

教養区分二次試験

二次試験の

対策開始

教養区分一次試験

説明会参加開始

大学2年3月

(人事院面接対策)

予備校の面接対策、知人との情報共有

一

次

対

策

二

次

対

策

一次試験の

対策開始

(企画提案対策試験)説明会に参加して、知人を作っ

た。3人程度の知人と一緒に、Zoomで何度か対策

会をした。問題を想定して政策をいくつか考え、

(政策課題討議接対策)

学校のイベント、市販の対策本を読む

紙にまとめたものをもとに、知人からフィードバックを受けた。

(学習形態)予備校

一

次

対

策

二

次

対

策

(企画提案試験対策)予備校や大学での企画提案試験

練習に加えて、一個上の先輩にプレゼン練習をした

り、省庁主催の添削イベント？に参加していた。

(政策課題討議接対策)

予備校の授業

(人事院面接対策)

大学のキャリアセンター、予備校の模擬面接。別の予備

校の模擬面接。

教科の一問一答暗記と、問題演習

大学2年6月

一次試験の

対策開始

教養区分一次試験2024.10

二次試験の

対策開始

人事院面接の

対策開始

教養区分二次試験

説明会参加開始

大学3年10月

教養区分二次試験

大学3年8月

人事院面接の

対策開始

24
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2024.11



塾のオンライン講座をひたすら視聴

数的処理をひたすら演習(大学3年の春

まで)法律系科目の一問一答暗記と、

問題演習(できない問題がなくなる

まで繰り返す) 

大学2年6月

二次試験の

対策開始

説明会参加開始

大学2年夏 説明会参加開始

過去問のミスした部分を7周くらいした。

法律区分の相談会でおすすめしていただ

いた一問一答を解いた。

人事院面接の

対策開始

(学習形態)予備校

二

次

対

策

大学3年冬

(学習形態)予備校

一

次

対

策

(記述対策)予備校の添削課題に取り組んだ。

過去問や他の公務員試験の答案構成を行った。

(学習形態)予備校

(記述試験)

塾のオンライン講座で記述の仕方を学んだ。

法律区分

一次試験の

対策開始

2025.1

大学3年10月

2025.3 法律区分一次試験

2025.4 法律区分二次試験

人事院面接の

対策開始

説明会参加開始

一次試験の

対策開始

法律区分一次試験大学4年3月

二次試験の

対策開始

人事院面接の

対策開始

大学3年夏

一次試験の

対策開始

2025.1
二次試験の

対策開始

2025.3 法律区分一次試験

2025.4 法律区分二次試験

大学2年冬

二

次

対

策

(記述対策)アガルートの論証集を買って暗記

また論点ごとに使われる判例を暗記し、

答案練習を３日に1回行っていた。 

一

次

対

策

(人事院面接対策)大学のキャリアセンター、

予備校の模擬面接。別の予備校の模擬面接。

一

次

対

策

二

次

対

策

(人事院面接対策)キャリアセンターや予備校

の模擬面接を受け、本番では喋るスピードに気

を付けた。

(人事院面接対策)作成した面接カードをもと

に、想定問答を作成試験3日前

法律区分二次試験(記述)

法律区分二次試験(面接)

25

内定者は
こんな対策を
していました！



説明会参加開始

記述試験の

対策開始

経済区分二次試験(記述)

一

次

対

策

ひたすら過去問

(学習形態)予備校

二

次

対

策

2025.3

(記述対策)試験作成者の買いた本を

読みながら過去問

経済区分

一次試験の

対策開始

経済区分一次試験

大学3年5月

人事院面接の

対策開始

面接3日前

(人事院面接対策)

友人や家族と模擬面接

経済区分二次試験(面接)

スイス

Grindelwald

2023年夏

26

内定者は

こんな対策を

していました！



参考書(スーパー過去問シリーズ)

(学習形態)独学

二

次

対

策

2025.3

過去問を解くこと

(学習形態)予備校

一

次

対

策

(記述対策)過去問を参考に、時間内に答案作成

にあたって必要な要素を抜き出して書く練習を

しました。

(学習形態)予備校

(記述試験)

参考書(スー過去・政治学・国際関係の本・

公務員記述対策)

政治 国際 人文区分

試験5ヵ月前

一次試験の

対策開始

1～2週間前

二次試験の

対策開始

政国人区分一次試験

政国人区分二次試験(面接)

人事院面接の

対策開始

説明会参加開始

一次試験の

対策開始

政国人区分一次試験

二次試験の

対策開始

人事院面接の

対策開始

説明会参加開始

大学2年冬 説明会参加開始

大学3年10月

一次試験の

対策開始

大学３年12月
二次試験の

対策開始

2025.3 政国人区分一次試験

2025.4

2024.12

予備校の授業を受講し、テキストを読ん

だことです。また、過去問の演習を重点

的にやりました。

二

次

対

策

(記述対策) 

口で説明すること

一

次

対

策

(人事院面接対策)

面接官の立場になって質問を想定すること

一

次

対

策

二

次

対

策 (人事院面接対策)友人と面接練習をしました。

また、予備校の先生に、練習や面接カードの添

削をしてもらいました。

(人事院面接対策)

大学キャリアセンターで面接カード添削

試験9ヵ月前

試験2ヵ月前

政国人区分二次試験(記述)

人事院面接の

対策開始

2025.4

政国人区分二次試験
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・ ・

内定者は
こんな対策を
していました！



過去問をといて、よく出る数的処理の典型問題の

解き方を勉強しました。専門科目は、参考書を1周

ずつ読みました。

(学習形態)独学

試験一週間前

過去問を解く

二

次

対

策

(学習形態)独学

一

次

対

策

(記述対策)

2次試験の対策はしていません

(学習形態)予備校

(記述対策)専門の記述試験に向けて、国際政治

の入門書を2周ほど読みました。

院卒(行政)区分

一次試験の

対策開始

二次試験の

対策開始

二週間前

院卒区分一次試験

院卒区分二次試験

人事院面接の

対策開始

説明会参加開始

一次試験の

対策開始

院卒区分一次試験2025.3

説明会参加開始

2024.12
説明会参加開始

2024.6 一次試験の

対策開始

2025.3 院卒区分一次試験

院卒区分二次試験

大学４年

各科目の予備校の授業を聞く

(人事院面接対策)面接カードに書いたことに関する質問を予想

して、答えを考えました。官庁訪問対策はしていましたが、人

事院面接に向けてはあまり対策しませんでした。

一週間前

(記述対策)民法と商法の記述を選択したため、民

法は『公務員試験専門記述式民法・行政法答案完

成ゼミ』の民法部分の論点を押さえ、商法は

(人事院面接対策)公務員試験の雑誌等を参考にしながら面接カー

ドを作成しました。 面接自体の対策は特にしていません。

(政策課題討議対策)特にしていません。

(政策課題討議対策)

特に対策していないですが、1度予備校で模擬練習をしました。

(人事院面接対策)予備校の模擬面接を受ける

一

次

対

策

一

次

対

策

二

次

対

策

二

次

対

策

(政策課題討議対策)政策テーマ別の勉強会や授業の

『Law Practice商法』の答案を作成しました。 ただ、民法は

上記教材ではカバーしきれないと思います。

ディスカッションに、政策課題討議を意識して参加しました。

前日にレジュメの書き方は大まかに決めて臨みましたが、あま

り対策はしませんでした。

人事院面接の

対策開始

2024秋

二次試験の

対策開始

数日前

院卒区分二次試験(記述)

人事院面接の

対策開始

院卒区分二次試験
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内定者は
こんな対策を
していました！



専

門

試

験

は

パ

タ

ー

ン

化

し

て

勉

強

を

進

め

て

い

く

の

が

い

い

と

思

い

ま

す

！

(

内

定

者

・

経

済

区

分)

私は教養の二次試験で落ちたので、そこから数ヶ月で法律区分を仕上げる必要があ

り、かなりメンタルも「また、試験勉強か、」と落ち込みましたが、諦めないという

気持ちのもとで無心で試験に臨みました。元々法律区分で受ける予定だったため、少

し早くから法律科目に触れられていたからこそ、3ヶ月でなんとかなったかなと思って

ます。 なので、教養区分は倍率二次は低そうに見えますが対策しても落ちることはあ

るのでバックアップはしておくことが大事かなと思います。 そして、落ちると自分を

否定しまうかもしれませんが、案外二つの試験をやり切ったという何物にも変え難い

人生経験もできたかなと思うので、物事を否定的に捉えるだけでなく、何がダメだっ

たかは分析をした後に切り替えて「自分にとって良い経験」と捉えて前を向くことが

メタルスライムを倒すよりも成長につながると思います。 応援してます！

(内定者・法律区分)

1次試験直前まで留学していたこともあり、

私はほとんど試験対策らしい勉強をすること

ができませんでした。しかし、自分の得点源

を見極めて試験区分・科目を選択したことで

合格することができたと感じています。特に

大学院生の皆さんは研究等で忙しく、余裕を

もって試験に挑める方は少ないと思います

が、院卒区分はそこまで倍率も高くないです

し、昔取った杵柄で対応できることも多いで

す。十分な勉強時間が取れなくても焦らず最

後まで走りぬいてください！

(内定者・院卒行政区分)

二次の論述試験では、ただ専門知識を知っている

だけでは記述できません。例えば、憲法なら、同

じ平等権でも、経済的自由の制約と表現の自由で

の名誉棄損では全く書き方が異なります。問題ご

とに書き方を覚え、持っている知識を用いて応用

できるようにしてください。

(内定者・法律区分)

住

民

票

記

載

事

項

証

明

書

の

取

得

な

ど

と

い

っ

た

、2

次

試

験

に

必

要

な

資

料

の

準

備

を

早

め

に

行

う

と

良

い

と

思

い

ま

す

。

(

内

定

者

・

院

卒

行

政

区

分)

受験者へのメッセージ

過去問を解くこととご自身の得意・不得意を

把握した試験対策を立てることが重要だと思

います。大変だとは思いますが、頑張ってく

ださい。(内定者・院卒行政区分)

結

果

が

出

る

ま

で

不

安

な

時

間

が

続

き

ま

す

が

、

チ

ャ

ン

ス

を

逃

が

さ

な

い

よ

う

に

準

備

す

る

の

が

い

い

と

思

い

ま

す

！(

内

定

者

・

法

律

区

分)

経

済

区

分

法律

区分

院卒

(行政)

区分
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教養試験は1次試験が鬼門なので、範囲を絞って、その

分野で確実に点が取れるようにしておくと突破出来ると

思います！他活動との両立は大変かと思いますが、頑張

ってください！

(内定者・教養区分)

教養区分はしっかりポイントを押さえて対策をすれば十

分合格可能な試験なので、ぜひチャレンジしてみてくだ

さい！また、内定までの道のりは非常に長く思えます

が、振り返ってみればあっという間だったので今を大切

に頑張ってください！(内定者・教養区分)

これだけ対策した、と

言えるほどの努力があれ

ば、自信を持って挑める

はず！

(内定者・教養区分)

教養区分の数的処理はありえないくらい難しいです！ 時

間も足りないので、「得意分野でない場合は躊躇なく鉛

筆を転がすぞ！」という心構えをしておくとよいと思い

ます！(内定者・教養区分)

目

標

と

現

状

と

の

ギ

ャ

ッ

プ

に

苦

し

く

な

る

こ

と

も

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

毎

日

毎

日

の

小

さ

な

積

み

重

ね

が

目

標

に

近

づ

け

る

唯

一

の

方

法

で

す

。

淡

々

と

、

で

も

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

持

っ

て

頑

張

り

続

け

て

く

だ

さ

い

！

！

(

内

定

者

・

教

養

区

分)

とにかく解答用紙を埋めることが大事だと思います、

健闘を祈ります。

(内定者・教養区分)

わ

か

り

に

く

い

、

専

門

試

験

の

選

択

式

の

問

題

で

す

が

、

試

験

の

出

題

の

傾

向

や

、

問

わ

れ

や

す

い

部

分

は

過

去

問

を

解

く

こ

と

で

見

え

て

き

ま

す

。

特

徴

的

な

引

っ

掛

け

傾

向

や

、

出

や

す

い

部

分

が

多

く

み

ら

れ

る

と

感

じ

ま

す

。

と

に

か

く

解

き

な

が

ら

、

問

題

に

慣

れ

、

復

習

を

通

じ

て

解

き

方

や

知

識

を

染

み

込

ま

せ

る

こ

と

が

重

要

だ

と

思

い

ま

す

。

(

内

定

者

・

政

国

人

区

分)

座学だけでなく、食事、

運動、睡眠、周囲への気

配りもぜひ忘れないよう

にしてください！

(内定者・政国人区分)

日常の中で、ロジカル

シンキングや言語化、

意見を持つことなど癖

をつけておくと楽にな

ります！

(内定者・教養区分)

1

次

試

験

後

か

ら

始

め

る

と

あ

た

ふ

た

し

ま

す

の

で 

、2

次

試

験

の

勉

強

も1

次

試

験

対

策

と

並

行

し

て

計

画

的

に

や

る

こ

と

を

オ

ス

ス

メ

し

ま

す

(

己

の

メ

ン

タ

ル

の

た

め

に

も)

。

(

内

定

者

・

政

国

人

区

分)

政治・国際

人文区分

教養区分
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内定者の

ぶっちゃけ

今大学一年生に

戻れるなら

やりたいことは？

vol.1

現時点では、大学生活に後悔なし！

たくさん旅行したり、自分

のやりたいことを十分楽し

んだりする(ニュージーラン

ドに1人旅した時に見た自

然に感動した経験が、入省

の決め手の1つでもある)

就活については特にないで

す。私は大学時代は部活動に

励んでいたのですが、1年生

の頃はコロナでほとんど部活

がなかったため、もっと部活

できてたらなーと思います。

私の場合コロナ禍と完全

に被っているため、家に

いることになると思いま

す。。。 その意味で

は、大学一年生に全く後

悔がないため、やってお

きたいことは「ない」。

もっとメリハリをつけて

日々をすごす！その日なに

をするかをメモして、その

通り行う。頭で考えすぎな

い！ もっといろんなこと

に手を出してみる。

もっといろんなところ

に旅行に行っておきた

かったなと思います。

自分のコンフォート

ゾーンから飛び出し

て、色々な経験をす

ること

いろいろな人に

話を聞く、勉強

をする

留学など大学

生でしかでき

ない経験

お金をたくさん貯めて

海外旅行

進路決定や、サークル活動で問

題が生じた時の意思決定過程な

ど、なんでも良いので自分の思

考過程を記しておくと、後から

役に立つと思います。

ニュースや新聞

をもっと見る

我が人生に一片

の悔いなし

祖父母に会い

に行く

もっと遊んで

おく

英語の勉強

統計学！数学！化学！

理系科目はやるべきでした。

あと、もっといろいろな

言語を学んでみたかったな

と思う今日このごろです。

SEKI－

RARA
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官庁訪問

基本情報/一日スケジュール/成功談・失敗談…

静
岡
県
　
伊
豆
　
天
城
高
原

２
０
２
０
年
　
春
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入口面接

その日一番始めに行われる面接です。

秘書課の方が行ってくださいます。

第一クールでは志望動機など秘書課面接に近いことも聞か

れ、第二クール以降では前回の官庁訪問で

学んだことも聞かれます。

また、興味がある政策分野についても聞かれ、

その分野の方を原課で当ててくださることも！

しっかりと自分や興味関心をアピールするのが吉です！

秘書課面接

秘書課の方が行ってくださいます。

志望動機や学生時代に力を入れたことなどについて

深く聞かれます。

自分が入省したら取り組みたい政策についても聞か

れるので、

説明会で知識を蓄えたり、原課面接のお話から考え

たりできればスムーズに話せます。

その日一番最後に行われる面接です。

秘書課の職員の方が行ってくださいます。

一日の印象に残った職員の方のお話を聞かれます。

フィードバックをいただく大事な面接です。

実際に環境省で働いている職員の方に

お話をうかがいます。

意見を聞かれたり、ディスカッションをしたり

する場合もあります。

お話を聞きながら質問を考えましょう。

貴重な機会なので、適度な緊張感を保ちつつ、

楽しくお話を聞いて、受け答えできたら最高です。

出口面接

原課面接

面接の種類
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＝人事面接です。

採用を担当される秘書課

職員の方と面接します。



時間
お会いする

職員の方
目安

9:00 集合

9:30

～

9:45

秘書課 10～20分

10:00

〜

11:00

自然環境局 1時間～1時間半

11:00

～

12:30

お昼休憩 40～1時間半

12:30

～

13:10

秘書課 20～40分

13:45

～

14:30

地方環境事務所

(オンライン)
1時間～1時間半

16:30

～

17:30

水・大気環境局 1時間～1時間半

19:30

～

20:00

秘書課 10分

官庁訪問の一日スケジュール例

入口面接

原課面接

秘書課面接

原課面接

原課面接

出口面接

34



官庁訪問でうまくいったこと

第1クールから第2クールまでの間に、聞いた内容を復習してたり、調べたりして、そ

の上で特に伺いたい事をよく考えたところ、より興味深く勉強になる事をお伺いする

ことができたと思います。たくさんの行政官のお話を聞くことができ、待ち時間に、

緊張はしたもののたくさんの方とお話ができて、思ったより楽しかったです。

いろいろな授業をとっていたことで、知識のアウトプットがうまくできました。自分

自身も知識として持っていたことについて、実際にお伺い出来て楽しかったです。

どの面接でも準備したことを全て出し切れた。

原課面接で、官庁訪問で学んだ知識を活かした質問ができたこと。

環境サークルの活動で、小学生に食品ロス削減に取り組む必要性を伝えられたこと

自分の想いを伝えられた。官庁訪問を通じて自分が成長したことだけでなく、自分に

足りなかったことを言語化できたこと。

予備校の自主ゼミに参加したことで友人ができました。当日、控室内に顔見知りがい

たことは大きな安心材料でした。

準備していったことが、発揮できた。

官庁訪問を通して学び、それを面接の中でしっかりとアウトプットできたこと。自分

のありのままの姿で、素直に応答をしたこと。

職員さんとの等身大での正直な対話

自分の考え・思いを照らし合わせられたこと

空き日に面接でお聞きした話をまとめ、自己分析に用いる。

必要以上に周りのことを気にしないことで、緊張せず（当社比）に面接に臨めました。

民間就活で面接慣れしておいたおかげで、適度な緊張で挑むことが出来た。

素の自分で楽しんでお話ができました！

自然体で臨んで、終始楽しむことができた。

原課面接の中で楽しく討議することができたこと

準備していったことや知識を活かせた！

楽しめた！

ありのままの自分で臨めた

自己分析できた

緊張しすぎなかった
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官庁訪問でうまくいかなかったこと

　　　　　　　　　　　　　　　準備不足だった！

官庁訪問が始まる前に、自分の性格までしっかりと洗い出せていなかった。

ガクチカ(特にチームでの協働)において、想定問答の用意不足など色々と準備不足で

あったと感じた。

本で読んで考えた程度のことは取るに足らないと、面接を受けるまで実感できていな

かった。

　　　　　　　　　　　　　うまく説明できなかった！

自身の印象が上手く伝わらなかったこと。

自分の考えていることを端的に説明できなかった。

面接1回で終了してしまった省庁もあり、短時間で言いたいことやアピールをしきれな

かったこと。 

論理が飛躍しそうになることがあった。

若干自分が喋りすぎた感があった。

(他省庁ですが第1クール1日目) 原課面接で訪問者の質問時間を長めにとっていただい

た際、初回で右も左も分からずとんちんかんな質問をしてしまった。

純粋にパッとその時疑問に思った質問させてもらったら、話が薄くなってしまったこ

と。

　　　　　　　　　　　　　　緊張・動揺してしまった！

他省庁の秘書課面接で緊張しすぎて頭が真っ白になったこと。

年次が高い方にお会いするときはめちゃくちゃ緊張して喋りすぎてしまいまし

た・・・冷静になるべきでした。

（環境省ではないが、）圧が強い面接に弱気になってしまったこと。

控え室でナイーブになりすぎてしまって、周りの訪問者にめちゃくちゃ慰めてもらい

ました、、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他！！

特に思いつかないですが…面接部屋への移動時にエレベーターがなかなか捕まらず、

5階分くらい階段を昇って息を切らして入室したら面接官の方に驚かれました（笑）

他省庁ですが、待合室にすごくお洒落なネクタイを身に着けた訪問者方がいらっしゃ

ったので「そのネクタイかわいいですねー」などとお話ししていたら、待合室で待機さ

れている若手職員の方でした。この一年で一番恥ずかしかったです。待合室に若手職

員の方がいらっしゃって、訪問の待ち時間にお話ししてくださることがあります。
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どんな質問をされた？

　　　　　　　　　　　　　　　　面接全体の感想

提出した訪問者カードに沿って、人となりに関して聞かれたことが多かったと思います。

入口面接・秘書課面接では、面接カードに書かれていることを深掘りされました。あまり

どんな質問をされたかは覚えておりませんが、突飛な質問は無かったかと思います。 原課

面接では、あまり私自身の質問はされませんでした。面接担当の方の業務について・業務

についての思いなどについてひたすら質問ばかりしていた気がします。めっちゃ面白かっ

たです。環境省に決めた理由の一つは、原課訪問が楽しすぎたからです。

環境省では秘書課面接で特にパーソナリティをよくみられていた印象があります。 原課面

接では本当に興味本位の質問をこちらからずっとぶつけていました。

主に、志望動機や人柄を象徴するようなエピソードから環境省にあった人材かを判断する

ような質問が多かった。

　　　　　　　　　　　　　　　　具体的な質問内容

1. 志望動機・省庁選びについて

なぜ環境省・国家公務員なのか

志望動機、志望動機を改めて自分の言葉で教えてください

なぜ国家公務員なのか、なぜ国家公務員に拘るのか

なぜ〜省なのか（なぜ環境省なのか）

環境省以外の省庁を選んだ理由

物理系のバックグラウンドなのになぜ経済区分で受験したの？

2. 人柄・価値観・強みについて

個人の価値観と人間性

あなたにとって国家公務員とは。

これまで話したことに共通する価値観は何か

ワクワクすることは何か

どういった人と働いていきたいか

視点が「自分」ではなく、「他人」に向いていることが多いのはなぜか

強みと自己分析

強みと強みの活かし方

3. 学生時代の経験（ガクチカ）の深掘り

大学で力を入れたこと

ガクチカの深掘り（なぜやろうと思ったのか、何を学んだのか）

ガクチカから学んだことや今活きていること

面接練習や想定質問集づくりにご活用ください
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どんな質問をされた？続き

4. 将来のビジョン・キャリアパスについて

入省後の展望

〜省で何したい。

特に関心のある分野は何か

興味のある分野で具体的にどういうことを入省後やりたいか

将来像

10年後どんな国家公務員になっていたいか

どんな社会人・国家公務員になりたいの？

将来、あなたといえばどんな人になっていたいですか。

学生時代の活動や、入省後の自分の将来像

5. 具体的な政策課題や状況への対応力

対立や困難な状況への対応

「チームで成果を出すために大切だと思うこと」の欄に「相手に寄り添って丁寧に対話

し、信頼関係を構築すること」と記入したことについて、「たとえば環境省が取り組ん

でいるクマ対策では駆除に反対する方々と意見がぶつかることもあるが、そういった

場合にはどのように信頼関係を構築できるだろうか」という趣旨の質問

消費者や企業に環境問題に取り組んでもらうためにどう説得しますか？

アメリカ大統領などの動きを例として、環境に関心がない人々にどういった政策が必

要か？

関心の薄い業務にもしっかりと向き合えるか？

政策立案・課題解決

その課題に対してどういった手段を用いることができるか。

知床の太陽光パネルの設置を君ならどう考え、解決するか

国を発展させるためには強みだけでなく、守りも必要だと思うが、守りとして必要な

ことはなんだと思うか。

6. 官庁訪問の経験そのものについて

官庁訪問どうですか？

どこ回った？ どんな評価もらった？

官庁訪問で印象に残った話は何か

環境省に対する印象が官庁訪問を通してどう変わったか

官庁訪問を通して得たものは何か

（去年も訪問した人に対して）去年との違いは何か
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中日は何して過ごした？

　　　　　　　　友人や家族と過ごしてリフレッシュ

友達と飲みに行った。

友人や家族と会っておいしいご飯を食べ、とにかく思ったこと感じたことを

吐露。

一緒に来ていた友達とおいしいご飯を食べる。

東京にあまり来ないので、普段会えない友達と会ってご飯食べていました！

中日に家族の誕生日会があったので、息抜きに参加しました。

これまでの反省と改善、友達とカフェでまったり。

　　　　　　　　　　　 観光や趣味で気分転換

美味しいものを食べつつ、近場の観光地に行って羽をのばしていました。

第2クール以降は観光で休養。

ひたすら寝て、東京観光。

和菓子屋めぐりと餃子めぐり

東京散策

　　　　　　　　　 次の選考に向けた準備・自己分析

友人と集まって、一緒に面接練習をしました。

第1クールの後は自己分析。

聞いた内容をまとめたり、疑問に思った事を調べたり、聞きたいことを書き

出したり、伝えたい事を改めて考えたりした。家だと緊張で集中できなかっ

たため、カフェで作業しました(笑)。

これまでの反省と改善

早口言葉とRAPで舌の滑りをよくした。

 　　　　　　　　　自宅での休息や普段通りの生活

家で普通に過ごしていた。(ディズニープラスで映画見ていた)

実家でのんびり。

アルバイト、部屋の片付け

普段通りアルバイト。
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官庁訪問で意識したこと

　　　　　　　　　　ありのままの自分で臨む

背伸びせずに、ありのままの自分を評価してもらうこと

ありのままでいること

自分の素を出すこと

自然体でいること

全ての回答が自分の軸、価値観とマッチするように答えること

　　　　　　　　　　積極的な姿勢と成長意欲を見せる

頭をフル回転させて自分史上最速のインプットとアウトプットを意識しまし

た。

官庁訪問での変化も見られていると考えたので、前での面接でお聞きしたお

話を次の面接でどう反映できるかを意識していた。

諦めずに最後まで最善を尽くすこと

常に「自分はここで何をしたいのか、何が実現できるのか」を考えるようにし

ました。

去年との違いを見せること

何がダメだったかの分析

　

　　　　　　　一緒に働きたいと思ってもらえる立ち居振る舞い

笑顔、誠実性

笑顔で接するなど、一緒に仕事をしたいと思ってもらえるよう意識した

笑顔は絶やさないこと

他の訪問者と積極的に関わること

身の程を弁えること

　　　　　　　　　 伝え方とコミュニケーション

自信ありげに堂々と話すこと！ハキハキと、早口にならないように。

難しい質問がきても、戸惑った顔をしない。

問いにまっすぐ、全力で答えること。

言いたいことや聞きたいことを伝え切ること

　　　　　　　　　　心身のコンディション管理

疲れた時は控室でちゃんと休憩して寝ること。
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官庁訪問の持ち物

　面接のために

白書

説明会の資料

　(配布資料、

　説明会の内容をまとめたノート)

ESのコピー

名刺入れ

内定者パンフレット

入省案内

　メモ

筆記用具

ノート、メモ帳

ルーズリーフとバインダー

　　　　　　　　　　

　食べ物など

飲み物

お菓子

軽食

ゼリー飲料

　その他

パソコン

iPad

頭痛薬

トローチ

本

短時間で、手を汚さずに
糖分補給できます

個包装のお菓子は
待合室でのシェアにも最適です！

メ
モ
し
た
り
、
調
べ
た
り
、

大
学
の
課
題
を
こ
な
し
た
り…

原課面接で名刺をいただく
こともあります

昼食は庁舎のコンビニで購入できます
待合室で会った訪問者同士で、庁舎の食堂等に

ご飯に行くことになる場合もあります！

体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、

常
備
薬
が
あ
る
と
安
心
で
き
ま
す
！

一日話すので、喉をいたわるための
のど飴やトローチがあるとGOOD!
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官庁訪問を迎える方々へのアドバイス！

採用担当の方がおっしゃっていたように、官庁訪問は結局はマッチング、というのを終わって

からとても実感しました。たとえ訪問省庁から期待する評価や返事がいただけなかったとして

も、それは訪問者となる皆様の性格や人格を否定するものではない、ということを、どうか心

に留めておいてくださいね〜！！

たくさんの方々にお会いし、さまざまなお話を伺える貴重な機会になると思います。官庁訪問

を通じて、自分自身と対話できる機会にもなると思うので、色々な感情を持ちさまざまなこと

を考えるとは思いますが、有意義な経験につながるはずです。頑張ってください。

情報が少なく不安に思うこともたくさんあると思いますが、官庁訪問ではできる限りの準備を

して自信を持った状態で臨むことが1番重要です。どこで働くかではなく、国家公務員とし

て、自分が何をしたいのかをよく考えて訪問先を探してみてください。

絶対に楽しんだ方がいいです。面接でたくさんの職員さんから貴重なお話を聞けるだけでな

く、他の訪問者との会話の中で、新たな視点や考えに気づくこともあって、そういう意味でも

とても貴重な経験になると思います。

官庁訪問の途中は、ご飯を食べる時やお菓子を食べる瞬間など、短時間でも構わないから、息

抜きの時間を決めて、しっかりと頭を休めたことがよかったです。

緊張よりワクワクを持っていくと自然体で過ごせるのでオススメです！実際とても学びになる

楽しい時間です。

糖分補給できるもの必須です！ ゼリードリンクなど手を汚さず片手で糖分補給できるものがお

すすめです！

あくまでもマッチングの場なので、当たって砕けるぐらいの意識で望んでください！

自分からアドバイスできることはありませんが、とにかく応援しています。

何を言えるかより、何を言わないかを意識してもらいたいです！

各省とのマッチング！

訪問中の体調管理にも気を付けてください！！健康第一！
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官庁訪問は私は半分実力、半分運の要素もあると思います。それまでの試験は絶対的に評価さ

れる要素が多いですが、官庁訪問は民間就活同様に“ほぼ相対評価”だと思っています。 官庁

によっても面接の仕方が異なっていたり、理不尽な仕打ちもあります。(体験しました) しか

し、環境省は最後まで私に向き合ってくれる官庁でした。 私は志望度が高い環境省から内々

定をいただくことができましたが、官庁訪問で内々定をいただくことができない可能性やあま

り志望度が高くない官庁に内々定をいただく可能性もあると思います。 ですが、それもご自

身に“合致した”道なのだと思っています。 私は試験でも自分の思い通りにならず、官庁訪問

でもかなり厳しい仕打ちを受けました。その時は悔しさや絶望感もありましたが、いざ点と点

を後から振り返って繋ぐと、「それで良かった」のだと思えるような経験や結果であったと思っ

ています。 なので、後ろは振り向きすぎず、時に思い通りに行かなくても、立ち止まっても

良いですから、前を向くことを忘れないでください。官庁訪問の結果が人生の全てではないと

思います。(努力した分悔しいと思いますが) きっと“あなたの為の道”をご自身で見つけられる

と思います。

聞きたいことをしっかりと明確にして官庁訪問に臨むことは大切だと思います。 おそらく説

明会でも言ってくださると思うのですが、官庁訪問はあくまでも志望者と職員さん間のマッチ

ングです。必要以上に緊張しすぎず（どの口が言っとんねん）、 秘書課面接では志望動機・今

まで行ってきたこと、自分の考えや聞きたいことを本音で伝え、 原課面接では本当にこの省

でいいのかどうかをしっかりと判断するために動くことが大事だと思います。職員さんと1時

間も1on1で話せる機会は絶対にないので、わからないことは全部聞いて、ここで働きたいぞ

ぉ！という気持ちをしっかり確認していきましょう。特にどんな思いでこの仕事をしているの

かなどについては職員さんの本音が聞けてとてもありがたかったです！

訪問者カードに記入したことについては、自分がどのような考えの下にとった行動なのか・そ

の経験を経て今はどう考えているか・それは入省後にどのように活かせるか　という点に関し

てはしっかり準備しておいた方がいいです。準備していても予想外の質問が飛んでくることも

ありますが、「ここまでやってきたんだから大丈夫だ！」という自信があれば突破できないもの

ではありません。ガクチカが弱いかも…という方へ、私はスポーツ経験がなく、箏を10年続け

たという1点で官庁訪問に挑みました。派手なものでなくても、誰もが何かしらの強みを持っ

ています。自分に自信を持って、頑張ってください。

面接では、変に着飾らずに、素でお話することが大事だと思います。素でお話していると、本

当に自身がやりたいことと環境省でできることが真にマッチングしているか、官庁訪問の際に

色々と助言をいただけると思います。 志望度が高いならば、秘書課の方に事前に顔を覚えて

もらっている方が初対面よりは話しやすいので、説明会の参加回数は少なくとも、毎月の人事

との少人数相談会には一度参加してみるのはおすすめです。

説明会や座談会にもっと参加して、環境省の政策に対する理解をより深めたり、省の雰囲気を

事前に知っていたら、官庁訪問でより良い議論ができたのではないかと思います。ただ、いく

ら準備していたり、優秀でも、上手くマッチングしないこともあるなと、周りを見てても感じ

たので、あまり気負いすぎずに挑めば良いと思いました。応援しています！
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内定者の

ぶっちゃけ

ズバリ！

評価されたと思う

ポイントは？

vol.2

自分がどのような人間なのか、ちゃんと

自分の言葉で伝えられたこと。

こういう考えの下にこういう行動を

とった→結果、こういうことを学んで、

その経験から今はこう考えている　

という流れを説明できるように、

訪問者カードに書いたことに関しては

事前に準備していきました。

社会をより良く変えていきたいと

いう思いと、そこに向けての今ま

での行動についてや、職員の方の

お話しを理解して自分の言葉で伝

え、その上でコメントできた時は

評価していただけたのかなと思い

ました。

でも、正直よくわかりません…

素直に聞かれたことに答えること。落ち着

き。 官庁訪問をする中で自分の思考に磨き

をかけていくこと。その磨きをきちんと面

接の場で伝えること(見せること)。

本当に有難いことに、「こ

いつとなら働いてもいいか

な？」と思っていただけた

のかもしれません。お互い

のマッチングがきちんと行

えたのだと思います。

前の原課面接でお聞きしたことをもと

に、秘書課面接でのご質問に回答してお

り、学び意欲を見せることができた。

回答の一貫性、人の役に立ち

たいという思い、自分が思う

環境省だからこそできること

に共感してもらえた

答えのない問題に対して

も、自分なりに考え答え

るよう意識したこと

緊張せず、対話ベースで

自分の素を等身大に表現

できたこと。

緊張せず、対話ベースで

自分の素を等身大に表現

できたこと。

最初から最後まで素で

面接に臨めたこと

これまでの学びと考え

方の言語化

チーム戦向き

の忍耐力

志望度の高さ

対話力…？

熱意。

熱意

ガクチカや考えに

一貫性を持って

いたこと…？

SEKI-

RARA

自分に足りなかった

ことを分析し、

改善策を示したこと。
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内定者

座談会

官庁訪問準備 / 課外活動 / 地方在住者

志望動機の作り方 / ㊙官庁訪問

2
0
2
0
年

　
夏

神
奈

川
県

　
鎌

倉
　

長
谷

寺
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官
庁

訪
問

準
備

メンバー

アカハライモリ

イ

モ

リ

：

皆

さ

ん

は

説

明

会

に

ど

の

く

ら

い

の

回

数

、

参

加

さ

れ

て

い

ま

し

た

か

？

ト

ド

：

私

は

、

環

境

省

の

説

明

会

に

五

回

ほ

ど

参

加

し

ま

し

た

。

一

、

二

回

で

は

な

く

複

数

回

参

加

し

よ

う

と

思

っ

た

の

は

、

以

前

イ

ン

タ

ー

ン

に

参

加

し

て

い

た

経

験

が

大

き

い

で

す

。

イ

ン

タ

ー

ン

で

拝

見

し

た

職

員

の

方

々

の

人

柄

に

加

え

、

説

明

会

で

ま

た

別

の

方

の

人

柄

や

担

当

業

務

に

つ

い

て

知

る

こ

と

で

、

省

全

体

へ

の

理

解

が

深

ま

っ

た

と

感

じ

て

い

ま

す

。

同

じ

環

境

省

の

中

で

も

、

業

務

分

野

や

ジ

ャ

ン

ル

ご

と

に

雰

囲

気

や

重

視

す

る

点

が

異

な

る

と

感

じ

る

部

分

と

、

一

方

で

環

境

省

で

働

く

皆

さ

ん

が

共

通

し

て

抱

い

て

い

る

理

念

を

認

識

で

き

た

点

が

、

私

に

と

っ

て

大

き

な

収

穫

で

し

た

。

一

度

に

限

定

せ

ず

、

何

度

も

参

加

し

て

良

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

イ

モ

リ

：

私

は

説

明

会

に3
0

回

以

上

参

加

し

、

職

員

訪

問

も

三

回

ほ

ど

経

験

し

ま

し

た

。

対

面

の

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

に

も

二

回

参

加

し

た

と

思

い

ま

す

。

自

身

の

「

自

然

環

境

を

将

来

に

繋

げ

た

い

」

と

い

う

思

い

に

対

し

、

環

境

省

で

実

際

に

で

き

る

こ

と

、

成

し

遂

げ

ら

れ

る

こ

と

は

何

か

、

そ

の

クラゲ トド
東京住み。

環境省の説明会は

2回ほど参加。

京都住み。

インターン参加。

説明会は

5回ほど参加。

京都住み。

説明会は

30回ほど、ほぼ毎回参加。

たぬき

東京住み。

説明会は

10回ほど参加。

両

者

に

ず

れ

が

な

い

か

を

確

認

し

た

い

と

い

う

目

的

が

あ

り

ま

し

た

。

 

ま

た

、

ト

ド

さ

ん

の

お

話

に

も

あ

っ

た

職

員

の

方

々

の

雰

囲

気

、

つ

ま

り

自

分

と

価

値

観

が

合

う

か

ど

う

か

と

い

う

点

も

見

て

い

ま

し

た

。

尊

敬

で

き

る

先

輩

方

と

働

け

る

か

、

と

い

う

視

点

で

す

。

ト

ド

：

え

え

、

分

か

り

ま

す

。

ど

う

い

っ

た

思

い

で

働

か

れ

て

い

る

の

か

、

と

い

っ

た

点

で

す

よ

ね

。

イ

モ

リ

：

そ

の

通

り

で

す

。

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

が

こ

の

組

織

で

実

現

で

き

る

の

か

、

と

い

う

視

点

で

職

員

の

方

々

の

雰

囲

気

を

感

じ

取

ろ

う

と

し

て

い

ま

し

た

。

ト

ド

：

な

る

ほ

ど

。

イ

モ

リ

：

も

ち

ろ

ん

民

間

に

も

熱

意

の

あ

る

方

は

多

い

と

思

い

ま

す

が

、

国

家

公

務

員

は

「

自

分

が

何

を

社

会

で

実

現

し

た

い

か

、

ど

う

い

っ

た

社

会

を

将

来

へ

残

し

た

い

か

」

と

い

う

問

い

に

正

面

か

ら

向

き

合

う

方

が

特

に

多

い

と

感

じ

ま

し

た

。

そ

の

中

で

も

、

環

境

省

に

は

ひ

と

き

わ

熱

い

思

い

を

持

っ

た

方

が

多

い

と

い

う

印

象

で

す

。

ク

ラ

ゲ

：

私

は

様

々

な

省

庁

を

見

て

い

た

の

で

す

が

、

大

学

入

学

当

初

は

民

間

企

業

を

志

望

し

て

い

ま

し

た

。

し

か

し

大

学

二

年

生

の

時

に

経

済

産

業

省

の

イ

ン

タ

ー

ン

に

参

加

し

、

国

家

公

務

員

の

仕

事

が

、

安

定

や

単

調

と

い

っ

た

イ

メ

ー

ジ

と

は

真

逆

で

、

高

い

ス

キ

ル

を

も

っ

て

国

の

た

め

に

戦

う

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

も

の

で

あ

る

と

知

り

、

大

変

魅

力

を

感

じ

ま

し

た

。

説

明

会

の

参

加

に

つ

い

て

※アカハライモリ

はイモリ表記

46



そ

れ

か

ら

経

済

産

業

省

を

目

指

し

て

い

ま

し

た

が

、

公

務

員

試

験

に

合

格

し

、

ど

の

省

庁

へ

行

こ

う

か

と

考

え

る

段

階

で

、

改

め

て

自

分

に

合

う

場

所

は

ど

こ

か

考

え

直

し

ま

し

た

。

自

分

が

本

当

に

や

り

た

い

こ

と

を

突

き

詰

め

た

結

果

、

内

閣

府

が

自

分

に

合

っ

て

い

る

と

感

じ

た

の

で

、

そ

こ

の

説

明

会

に

参

加

し

始

め

ま

し

た

。

結

果

的

に

、

そ

の

二

つ

の

省

庁

に

は

そ

れ

ぞ

れ

十

回

以

上

、

説

明

会

に

参

加

し

た

と

思

い

ま

す

。

た

ぬ

き

：

そ

う

な

の

で

す

ね

！

ク

ラ

ゲ

さ

ん

は

他

省

庁

の

準

備

も

入

念

に

さ

れ

て

い

た

と

思

い

ま

す

が

、

環

境

省

を

志

望

す

る

際

に

、

そ

の

経

験

が

活

き

た

こ

と

は

あ

り

ま

し

た

か

？

ク

ラ

ゲ

：

は

い

。

特

定

の

省

庁

に

特

化

し

た

対

策

と

い

う

よ

り

、

自

分

が

持

つ

思

い

や

考

え

を

、

ど

の

省

庁

に

対

し

て

も

同

じ

よ

う

に

伝

え

て

い

ま

し

た

。

個

別

の

政

策

へ

の

希

望

を

述

べ

る

の

で

は

な

く

、

「

こ

う

い

う

社

会

を

実

現

す

る

た

め

に

こ

の

ツ

ー

ル

が

必

要

で

、

そ

れ

が

実

行

で

き

る

の

は

こ

の

組

織

だ

」

と

い

う

考

え

方

を

ど

の

省

庁

で

も

基

本

に

し

て

い

た

の

で

、

む

し

ろ

省

庁

選

び

に

お

い

て

も

フ

ラ

ッ

ト

に

各

省

庁

を

見

る

こ

と

が

で

き

て

い

た

の

か

な

っ

て

思

い

ま

す

。

一

つ

に

も

「

す

ご

い

な

」

と

感

じ

な

が

ら

参

加

し

て

い

ま

し

た

。

対

面

な

ら

で

は

の

刺

激

は

間

違

い

な

く

得

ら

れ

ま

す

。

イ

モ

リ

：

私

は

関

西

在

住

な

の

で

、

他

省

庁

も

含

め

、

四

回

ほ

ど

東

京

で

の

一

日

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

に

日

帰

り

で

参

加

す

る

と

い

う

、

少

し

変

わ

っ

た

お

金

の

使

い

方

を

し

て

い

ま

し

た

（

笑

）

。

皆

さ

ん

と

違

い

、

連

絡

先

の

交

換

な

ど

は

し

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

対

面

の

利

点

は

、

職

員

さ

ん

に

顔

を

覚

え

て

も

ら

え

る

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

ト

ド

：

皆

さ

ん

が

非

常

に

論

理

的

に

説

明

会

へ

参

加

さ

れ

て

い

る

こ

と

に

驚

き

ま

し

た

。

私

は

、

説

明

会

を

人

と

会

う

機

会

と

捉

え

、

直

感

的

に

感

じ

取

れ

る

部

分

を

大

切

に

し

て

い

た

の

で

意

外

で

し

た

。

ク

ラ

ゲ

：

直

感

と

い

う

点

で

は

、

確

か

に

説

明

会

だ

け

で

は

分

か

ら

な

い

部

分

も

多

い

で

す

よ

ね

。

職

員

の

方

の

雰

囲

気

や

、

省

庁

の

カ

ル

チ

ャ

ー

な

ど

。

ト

ド

：

そ

う

し

た

カ

ル

チ

ャ

ー

は

、

官

庁

訪

問

で

初

め

て

感

じ

ら

れ

た

の

で

し

ょ

う

か

？

ク

ラ

ゲ

：

そ

の

通

り

で

す

。

官

庁

訪

問

で

は

実

際

に

執

務

室

の

フ

ロ

ア

に

入

り

ま

す

か

ら

。

中

に

は

、

い

わ

ゆ

る

「

お

役

所

」

と

い

っ

た

雰

囲

気

の

堅

い

省

庁

も

あ

り

ま

し

た

。

よ

く

言

わ

れ

る

こ

と

で

す

が

、

霞

が

関

の

中

で

も

環

境

省

は

ベ

ン

チ

ャ

ー

企

業

の

よ

う

な

雰

囲

気

が

あ

る

と

感

じ

て

い

ま

し

た

。

オ

フ

ィ

ス

の

内

装

も

そ

う

で

す

。

イ

モ

リ

：

分

か

り

ま

す

。

「

古

き

良

き

伝

統

」

を

感

じ

る

省

庁

も

あ

り

ま

す

よ

ね

。

ク

ラ

ゲ

：

環

境

省

に

は

フ

リ

ー

ア

ド

レ

ス

の

ワ

ー

キ

ン

グ

ス

ペ

ー

ス

が

あ

り

、

以

前

働

い

て

い

た

ベ

ン

チ

ャ

ー

企

業

と

似

た

雰

囲

気

ク

ラ

ゲ

：

私

は

説

明

会

に

、

オ

ン

ラ

イ

ン

で

は

な

く

現

地

で

参

加

す

る

こ

と

を

意

識

し

て

い

ま

し

た

。

地

方

在

住

の

方

に

は

難

し

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

自

分

自

身

で

質

問

を

練

り

上

げ

る

上

で

集

中

で

き

、

良

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

ま

た

、

説

明

会

後

の

交

流

時

間

も

非

常

に

重

要

だ

と

感

じ

ま

し

た

。

ト

ド

：

説

明

会

後

に

、

個

別

に

質

問

な

ど

を

さ

れ

て

い

た

の

で

す

か

？

ク

ラ

ゲ

：

毎

回

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

職

員

の

方

に

質

問

す

る

よ

り

も

、

隣

席

の

参

加

者

と

情

報

交

換

を

す

る

こ

と

も

あ

り

ま

し

た

。

イ

モ

リ

：

え

え

、

そ

れ

も

対

面

の

利

点

の

一

つ

で

す

よ

ね

。

オ

ン

ラ

イ

ン

で

は

ど

う

し

て

も

時

間

通

り

に

終

了

し

て

し

ま

う

の

で

。

ト

ド

：

対

面

参

加

で

参

加

者

同

士

の

繋

が

り

は

で

き

ま

す

か

？

た

ぬ

き

：

多

少

は

あ

り

ま

す

ね

。

隣

に

座

っ

た

面

白

い

方

の

話

が

聞

け

て

嬉

し

く

な

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

非

常

に

熱

心

な

参

加

者

、

例

え

ば

勉

強

量

が

膨

大

で

あ

っ

た

り

、

熱

意

の

伝

わ

る

説

明

会

の

参

加

を

し

た

り

す

る

方

を

見

て

、

刺

激

を

受

け

ま

し

た

。

対

面

説

明

会

の

メ

リ

ッ

ト

は

、

そ

う

し

た

熱

量

を

肌

で

感

じ

ら

れ

る

点

で

す

。

メ

モ

の

量

や

話

を

聞

く

姿

勢

は

、

オ

ン

ラ

イ

ン

で

は

分

か

り

に

く

い

部

分

だ

と

思

い

ま

す

。

ノ

ー

ト

の

ま

と

め

方

だ

っ

た

の

で

、

働

く

環

境

が

イ

メ

ー

ジ

し

や

す

か

っ

た

と

い

う

点

が

あ

り

ま

す

。

イ

モ

リ

：

私

も

官

庁

訪

問

で

バ

ー

カ

ウ

ン

タ

ー

の

よ

う

な

席

で

職

員

の

方

に

原

課

面

接

を

や

っ

て

も

ら

い

ま

し

た

。

職

員

の

方

々

が

休

憩

中

に

そ

こ

で

お

菓

子

を

手

に

取

っ

て

い

る

様

子

を

見

て

、

官

庁

に

こ

の

よ

う

な

場

所

が

あ

る

こ

と

に

驚

き

ま

し

た

が

、

温

か

い

雰

囲

気

だ

っ

た

こ

と

を

覚

え

て

い

ま

す

。

た

ぬ

き

：

環

境

省

に

そ

ん

な

場

所

も

あ

る

の

で

す

ね

！

官

庁

訪

問

は

三

省

庁

程

度

に

限

ら

れ

ま

す

が

、

説

明

会

で

あ

れ

ば

対

面

で

開

催

す

る

と

こ

ろ

も

多

い

の

で

、

環

境

省

に

限

ら

ず

、

色

々

な

省

庁

を

見

て

み

る

良

い

機

会

で

す

よ

ね

。

オ

ン

ラ

イ

ン

？

対

面

？

説

明

会

で

意

識

し

て

い

た

こ

と

は

？

ト

ド

：

そ

の

他

に

、

説

明

会

参

加

時

に

意

識

し

て

い

た

こ

と

は

あ

り

ま

す

か

？

ク

ラ

ゲ

：

私

は

、

説

明

会

で

必

ず

一

度

は

質

問

す

る

こ

と

を

心

が

け

て

い

ま

し

た

。

質

問

を

し

よ

う

と

思

う

と

、

必

然

的

に

話

を

真

剣

に

聞

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

の

上

で

、

説

明

さ

れ

た

政

策

分

野

の

魅

力

と

い

う

広

い

視

点

と

、

そ

の

分

野

で

働

く

方

々

の

共

通

点

と

い

う

深

い

視

点

で

捉

え

る

よ

う

に

し

て

い

ま

し

た

。

イ

モ

リ

：

対

面

・

オ

ン

ラ

イ

ン

を

問

わ

ず

、

「

そ

ん

な

視

点

が

あ

っ

た

の

か

」

と

ハ

ッ

と

さ

せ

ら

れ

る

質

問

に

何

度

も

出

会

い

ま

し

た

。

そ

う

し

た

質

問

を

さ

れ

る

方

か

ら

は

大

い

に

刺

激

を

受

け

、

参

考

に

な
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ト

ド

：

皆

さ

ん

は

国

家

公

務

員

の

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

に

参

加

さ

れ

ま

し

た

か

？

イ

モ

リ

：

い

い

え

、

私

は

参

加

し

て

い

ま

せ

ん

。

た

ぬ

き

：

大

学

二

年

生

の

時

に

環

境

省

の

イ

ン

タ

ー

ン

に

応

募

し

ま

し

た

が

、

残

念

な

が

ら

不

合

格

で

し

た

。

狭

き

門

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

あ

り

ま

す

。

ト

ド

：

私

は

人

事

院

が

主

催

す

る

大

学

院

生

向

け

の

イ

ン

タ

ー

ン

に

参

加

し

ま

し

た

。

イ

モ

リ

：

大

学

院

生

向

け

の

、

そ

の

よ

う

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

あ

る

の

で

す

ね

！

ト

ド

：

政

策

立

案

の

体

験

や

、

環

境

省

内

の

会

議

、

外

部

の

方

と

の

会

議

に

も

参

加

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

職

場

を

深

く

体

験

で

き

る

貴

重

な

機

会

で

あ

り

、

イ

ン

タ

ー

ン

へ

の

参

加

は

非

常

に

有

意

義

だ

っ

た

と

感

じ

て

い

ま

す

。

ク

ラ

ゲ

さ

ん

は

大

学

二

年

生

で

参

加

さ

れ

た

と

の

こ

と

で

す

が

、

い

か

が

で

し

た

か

？

ク

ラ

ゲ

：

国

家

公

務

員

の

イ

ン

タ

ー

ン

に

参

加

す

る

と

、

そ

も

そ

も

国

家

公

務

員

は

ど

う

い

う

仕

事

な

の

か

と

い

う

本

質

的

な

理

解

が

深

ま

り

ま

す

。

ニ

ュ

ー

ス

な

ど

で

は

、

顔

が

見

え

な

い

し

、

結

果

だ

け

わ

か

る

っ

て

感

じ

な

の

で

。

実

際

に

働

く

方

々

が

ど

う

い

う

思

い

で

仕

事

に

取

り

組

ん

で

い

る

の

か

を

肌

で

感

じ

、

擬

似

的

に

体

験

で

き

る

こ

と

が

最

大

の

魅

力

だ

と

思

い

ま

す

。

「

大

き

な

こ

と

を

成

し

遂

げ

た

い

」

「

社

会

の

役

に

立

ち

た

い

」

と

い

う

思

い

が

あ

る

方

に

と

っ

て

は

、

多

く

の

発

見

が

あ

る

は

ず

で

す

。

視

野

が

一

段

階

広

が

る

と

感

じ

ま

し

た

。

情

報

収

集

と

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ト

ド

：

私

は

地

方

在

住

で

対

面

参

加

の

機

会

が

限

ら

れ

て

い

た

の

で

、

皆

さ

ん

が

ど

の

よ

う

に

情

報

収

集

や

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

を

活

用

し

て

い

た

か

伺

い

た

い

で

す

。

対

面

で

会

っ

た

方

と

面

接

練

習

な

ど

も

し

ま

し

た

か

？

た

ぬ

き

：

い

い

え

、

全

く

（

笑

）

。

説

明

会

で

ひ

つ

じ

さ

ん

と

名

刺

交

換

は

し

ま

し

た

が

、

専

門

試

験

前

で

余

裕

が

な

く

、

連

絡

は

取

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

当

時

は

余

裕

な

く

考

え

ら

れ

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

本

来

は

同

期

に

な

る

か

も

し

れ

な

い

人

達

と

出

会

え

る

貴

重

な

機

会

で

す

よ

ね

。

対

策

と

し

て

は

、

予

備

校

の

環

境

省

志

望

者

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

所

属

し

、

オ

ン

ラ

イ

ン

で

勉

強

会

や

面

接

練

習

を

し

て

い

ま

し

た

。

ひ

よ

こ

さ

ん

や

キ

リ

ン

さ

ん

と

も

そ

こ

で

お

会

い

し

ま

し

た

。

ク

ラ

ゲ

：

私

はD
O
N
E

と

い

う

東

大

の

公

務

員

対

策

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

所

属

し

て

い

ま

し

た

。

友

人

の

紹

介

で

入

会

し

ま

し

た

が

、

教

養

区

分

試

験

の

後

は

ど

の

大

学

の

学

生

で

も

参

加

で

き

る

よ

う

で

す

。

実

際

に

省

庁

で

働

く

方

に

見

て

い

た

だ

き

な

が

ら

、

グ

ル

ー

プ

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

の

練

習

を

す

る

機

会

も

あ

り

ま

し

た

。

様

々

な

省

庁

の

志

望

者

が

集

ま

る

た

め

知

見

が

広

が

り

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

へ

の

参

加

は

非

常

に

重

要

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

自

分

の

現

在

地

を

知

る

と

い

う

意

味

で

も

有

益

で

、

教

養

区

分

の

二

次

試

験

や

、

官

庁

訪

問

で

の

グ

ル

ー

プ

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

対

策

に

活

用

で

き

ま

し

た

。

た

ぬ

き

：

確

か

に

、

公

務

員

専

願

者

は

グ

ル

ー

プ

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

の

対

策

が

手

薄

に

な

り

が

ち

な

の

で

、

あ

り

が

た

い

機

会

で

す

よ

ね

。

イ

モ

リ

：

私

は

志

望

動

機

の

ブ

ラ

ッ

シ

ュ

ア

ッ

プ

に

、

京

僚

会

と

い

う

団

体

の

環

境

省

志

望

者

向

け

オ

ー

プ

ン

チ

ャ

ッ

ト

を

活

用

し

ま

し

た

。

省

庁

ご

と

に

グ

ル

ー

プ

が

分

か

れ

て

お

り

、

ノ

ー

ト

機

能

を

使

っ

て

お

互

い

の

志

望

動

機

を

読

み

、

コ

メ

ン

ト

し

合

っ

て

い

ま

し

た

。

ひ

つ

じ

さ

ん

や

シ

マ

エ

ナ

ガ

さ

ん

も

い

ら

し

た

気

が

し

ま

す

。

模

擬

面

接

は

、

大

学

院

に

い

る

今

年

の

志

望

者9

人

で

集

ま

り

、

面

接

カ

ー

ド

の

共

有

や

質

疑

応

答

な

ど

を

行

っ

て

い

ま

し

た

。

ク

ラ

ゲ

：

ま

た

、

教

養

区

分

の

対

策

は

X

で

見

つ

け

た

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

し

て

い

ま

し

た

。

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

へ

の

参

加

は

重

要

で

す

が

、

も

し

参

加

で

き

な

く

て

も

、S
N
S

な

ど

で

個

別

の

オ

ン

ラ

イ

ン

対

策

イ

ベ

ン

ト

を

探

す

こ

と

は

可

能

だ

と

思

い

ま

す

。

た

ぬ

き

：S
N
S

の

活

用

は

思

い

つ

き

ま

せ

ん

で

し

た

。

自

分

の

大

学

に

は

対

策

講

座

が

な

い

と

思

っ

て

い

ま

し

た

が

、

探

せ

ば

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

自

主

的

に

行

動

す

る

こ

と

が

大

切

で

す

ね

。

り

ま

し

た

。

そ

の

点

で

は

、

オ

ン

ラ

イ

ン

で

も

多

く

の

刺

激

を

受

け

ら

れ

た

と

感

じ

ま

す

。

た

ぬ

き

：

オ

ン

ラ

イ

ン

は

質

問

内

容

が

テ

キ

ス

ト

で

残

る

た

め

、

見

や

す

い

利

点

も

あ

り

ま

す

ね

。

質

問

が

上

手

な

方

の

、

文

章

で

分

か

り

や

す

く

伝

え

る

書

き

方

も

勉

強

に

な

り

ま

し

た

。

ト

ド

：

私

は

純

粋

な

興

味

か

ら

説

明

会

に

参

加

し

て

い

た

の

で

、

も

う

少

し

官

庁

訪

問

を

意

識

し

た

視

点

を

持

て

て

い

れ

ば

、

ま

た

違

っ

た

見

方

が

で

き

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

ク

ラ

ゲ

：

質

問

を

す

る

こ

と

は

、

政

策

の

勉

強

と

官

庁

訪

問

対

策

の

両

方

に

な

る

の

で

本

当

に

お

す

す

め

で

す

。

回

数

を

重

ね

る

う

ち

に

、

自

分

の

質

問

の

質

が

上

が

っ

て

い

く

の

を

実

感

で

き

る

は

ず

！

国

家

公

務

員

の

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

アカハライモリ

クラゲ

質

問

の

コ

ツ

！

クラゲさんは毎回質問して

いたと言っていたけれど、

何かコツとかはありましたか？

僕は、政策を考える上での

哲学とか、意識してやってるのかとか、こう

いう利害が対立したときはどっちを優先する

のかのような、それぞれの職員さんの考え方

みたいなことを聞いていました。ファクトの

質問は調べれば出てくることが多いので、

実際に働いている職員の方の考え方について

理解が深まる質問がオススメです！
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ー

ン

先

の

省

庁

や

公

務

員

と

い

う

職

業

を

選

ば

な

か

っ

た

と

し

て

も

、

次

の

ス

テ

ッ

プ

に

繋

が

る

第

一

歩

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

ト

ド

：

そ

の

流

れ

で

、

民

間

企

業

と

も

迷

わ

れ

て

い

た

ク

ラ

ゲ

さ

ん

に

、

公

務

員

を

志

望

さ

れ

た

経

緯

を

伺

い

た

い

で

す

。

ク

ラ

ゲ

：

元

々

、

絶

対

に

公

務

員

に

な

り

た

い

と

い

う

強

い

希

望

が

あ

っ

た

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

宇

宙

な

ど

の

分

野

を

通

じ

て

「

社

会

を

ワ

ク

ワ

ク

す

る

方

向

へ

前

に

進

め

た

い

」

と

い

う

思

い

が

あ

り

、

そ

の

実

現

手

段

と

し

て

国

家

公

務

員

総

合

職

と

い

う

選

択

肢

が

あ

り

ま

し

た

。

も

し

ご

縁

が

な

け

れ

ば

、

民

間

で

働

こ

う

と

い

う

気

持

ち

で

し

た

。

イ

ン

パ

ク

ト

の

大

き

い

仕

事

、

社

会

を

前

進

さ

せ

る

仕

事

と

い

う

軸

で

考

え

た

と

き

に

、

民

間

と

公

務

員

で

迷

い

、

よ

り

そ

の

チ

ャ

ン

ス

が

大

き

い

と

感

じ

た

公

務

員

を

第

一

志

望

と

し

ま

し

た

。

https://www.env.go
.jp/guide/saiyo/cat
_g1/oboghomon.ht

ml

気になる
職員訪問の詳細は

こちら

ト

ド

：

確

か

に

、

想

像

以

上

に

視

野

が

広

が

る

と

い

う

の

は

私

も

感

じ

ま

し

た

。

知

ら

な

い

こ

と

が

多

く

、

自

分

が

そ

れ

ま

で

抱

い

て

い

た

公

務

員

の

イ

メ

ー

ジ

が

大

き

く

変

わ

り

ま

し

た

。

イ

モ

リ

：

具

体

的

に

ど

の

よ

う

な

点

が

違

い

ま

し

た

か

？

ト

ド

：

あ

り

き

た

り

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

い

わ

ゆ

る

「

お

堅

い

お

役

所

仕

事

」

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

と

の

ギ

ャ

ッ

プ

が

最

も

大

き

か

っ

た

で

す

。

特

に

環

境

省

は

、

ツ

ー

ル

の

使

い

方

が

非

常

に

柔

軟

で

、

む

し

ろ

柔

軟

な

ツ

ー

ル

の

活

用

を

推

奨

す

る

風

土

が

あ

り

、

自

分

の

中

の

イ

メ

ー

ジ

と

は

大

き

く

異

な

り

ま

し

た

。

ク

ラ

ゲ

：

私

は

当

初

、

漠

然

と

民

間

企

業

に

就

職

す

る

も

の

だ

と

考

え

て

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

民

間

で

の

ビ

ジ

ネ

ス

が

具

体

的

に

自

分

が

ど

の

よ

う

な

価

値

を

生

み

出

す

の

か

、

自

分

の

中

で

明

確

な

イ

メ

ー

ジ

が

描

け

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

興

味

の

あ

っ

た

宇

宙

分

野

を

軸

に

経

済

産

業

省

の

イ

ン

タ

ー

ン

に

参

加

し

た

こ

と

で

、

公

務

員

に

し

か

で

き

な

い

仕

事

が

数

多

く

あ

る

と

感

じ

ま

し

た

。

民

間

で

は

な

く

公

務

員

と

し

て

働

く

と

い

う

選

択

肢

が

自

分

の

中

に

生

ま

れ

た

こ

と

が

、

非

常

に

良

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

そ

の

経

験

を

元

に

ど

う

ア

ク

シ

ョ

ン

を

起

こ

す

か

は

人

そ

れ

ぞ

れ

で

す

が

、

仕

事

の

イ

メ

ー

ジ

を

持

つ

こ

と

自

体

が

、

人

生

に

お

い

て

プ

ラ

ス

に

な

る

は

ず

で

す

。

ト

ド

：

と

て

も

共

感

し

ま

す

。

私

も

、

そ

れ

が

行

動

を

起

こ

す

た

め

の

第

一

歩

に

な

る

と

強

く

感

じ

ま

し

た

。

た

と

え

イ

ン

タ

そ

う

だ

、

職

員

訪

問

し

よ

う

。

民

間

と

国

家

公

務

員

ト

ド

：

イ

ン

タ

ー

ン

に

参

加

し

た

際

、

職

員

の

方

に

「

今

度

東

京

で

開

催

さ

れ

る

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

で

の

政

策

分

野

に

興

味

が

あ

る

の

で

、

行

き

た

い

で

す

！

」

と

お

伝

え

し

た

と

こ

ろ

、

「

そ

の

た

め

に

東

京

で

の

交

通

費

や

宿

泊

費

を

か

け

る

よ

り

、

職

員

訪

問

を

利

用

し

て

は

ど

う

か

」

と

勧

め

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

結

果

、

同

じ

テ

ー

マ

の

お

話

を

オ

ン

ラ

イ

ン

で

じ

っ

く

り

伺

う

こ

と

が

で

き

、

大

変

あ

り

が

た

か

っ

た

で

す

。

イ

モ

リ

：

職

員

訪

問

は

、

本

当

に

お

す

す

め

で

す

！

私

は

三

回

利

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

職

員

訪

問

を

実

施

し

て

い

る

省

庁

は

多

い

で

す

が

、

環

境

省

は

特

に

手

厚

い

と

感

じ

て

い

ま

す

。

年

間

を

通

じ

て

予

約

を

受

け

付

け

て

お

り

、

メ

ー

ル

で

の

依

頼

に

も

迅

速

に

対

応

い

た

だ

け

ま

す

。

私

は

聞

き

た

い

業

務

内

容

を

リ

ク

エ

ス

ト

し

、

担

当

の

職

員

の

方

か

ら

直

接6
0

～9
0

分

程

度

お

話

を

伺

う

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

た

ぬ

き

：

私

は

、

座

談

会

で

お

会

い

し

た

職

員

の

方

に

訪

問

を

お

願

い

し

ま

し

た

。

ご

多

忙

に

も

か

か

わ

ら

ず

日

程

を

調

整

い

た

だ

き

、

業

務

に

つ

い

て

深

く

伺

え

た

だ

け

で

な

く

、

試

験

対

策

の

相

談

に

も

親

身

に

乗

っ

て

く

だ

さ

り

、

勉

強

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

上

が

り

ま

し

た

！

イ

モ

リ

：

私

は

あ

え

て

自

身

の

関

心

が

薄

か

っ

た

分

野

に

つ

い

て

知

り

た

い

と

思

い

、

廃

棄

物

処

理

に

関

す

る

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

当

日

は

自

治

体

か

ら

の

出

向

者

や

技

術

系

の

職

員

の

方

も

同

席

し

て

く

だ

さ

り

、

一

対

四

と

い

う

形

で

、

非

常

に

細

か

い

点

ま

で

質

問

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

こ

れ

は

原

課

面

接

の

良

い

練

習

に

も

な

り

ま

し

た

。

ト

ド

：

確

か

に

、

職

員

の

方

と

一

対

一

で

話

せ

る

職

員

訪

問

は

、

原

課

面

接

の

模

擬

練

習

に

な

り

ま

す

ね

！

イ

モ

リ

：

今

思

え

ば

、

原

課

の

職

員

の

方

と

直

接

話

せ

る

機

会

は

非

常

に

貴

重

で

す

よ

ね

。

説

明

会

で

は

政

策

テ

ー

マ

に

つ

い

て

聞

け

ま

す

が

、

質

問

で

き

る

の

は

一

人

一

つ

程

度

で

す

。

そ

の

た

め

、

聞

き

た

か

っ

た

質

問

が

全

て

は

で

き

な

か

っ

た

、

と

い

う

人

も

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

職

員

訪

問

で

あ

れ

ば

一

時

間

か

ら

一

時

間

半

、

一

対

一

で

話

せ

る

た

め

、

疑

問

を

解

消

し

、

職

員

の

方

の

雰

囲

気

も

知

る

こ

と

が

で

き

、

官

庁

訪

問

対

策

と

し

て

強

く

強

く

お

す

す

め

し

ま

す

！

説

明

会

参

加

と

評

価

た

ぬ

き

：

国

家

公

務

員

の

官

庁

訪

問

で

は

、

「

説

明

会

の

参

加

回

数

も

評

価

対

象

だ

」

と

い

う

噂

を

よ

く

聞

き

ま

す

が

、

実

際

は

ど

う

な

の

で

し

ょ

う

か

。

イ

モ

リ

：

い

い

え

、

そ

れ

は

関

係

な

い

と

思

い

ま

す

。

あ

く

ま

で

政

策

や

省

庁

を

理

解

す

る

た

め

の

マ

ッ

チ

ン

グ

、

情

報

収

集

の

一

環

で

す

。

参

加

自

体

が

選

考

で

直

接

プ

ラ

ス

に

な

る

か

は

分

か

り

ま

せ

ん

が

、

マ

イ

ナ

ス

に

な

る

こ

と

は

な

い

は

ず

で

す

し

、

熱

意

を

伝

え

る

良

い

機

会

に

は

な

る

と

思

い

ま

す

。
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私

は

「

や

れ

る

こ

と

は

全

て

や

ろ

う

」

と

い

う

気

持

ち

で

、

時

間

の

許

す

限

り

参

加

し

て

い

ま

し

た

。

ク

ラ

ゲ

：

も

ち

ろ

ん

、

説

明

会

へ

の

参

加

が

官

庁

訪

問

本

番

で

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

に

潜

在

的

な

影

響

を

与

え

る

可

能

性

は

あ

り

ま

す

が

、

説

明

会

で

の

振

る

舞

い

が

直

接

選

考

結

果

に

影

響

す

る

こ

と

は

な

い

と

、

特

に

環

境

省

に

関

し

て

は

考

え

て

い

ま

す

。

そ

の

点

は

心

配

せ

ず

に

官

庁

訪

問

に

来

て

ほ

し

い

で

す

！

ト

ド

：

私

も

、

環

境

省

の

官

庁

訪

問

直

前

説

明

会

を

聞

い

て

い

て

、

参

加

回

数

は

選

考

に

関

係

な

い

と

思

い

ま

し

た

！

ク

ラ

ゲ

：

例

え

ば

、

官

庁

訪

問

に

何

日

目

に

参

加

す

る

か

と

い

う

点

に

つ

い

て

も

、

一

日

目

で

も

二

日

目

で

も

内

々

定

の

可

能

性

は

十

分

に

あ

る

と

思

い

ま

す

。

た

ぬ

き

：

も

し

説

明

会

へ

の

参

加

回

数

が

少

な

い

こ

と

を

理

由

に

官

庁

訪

問

を

た

め

ら

っ

て

い

る

方

が

い

た

ら

、

ぜ

ひ

訪

問

す

べ

き

で

す

よ

ね

！

イ

モ

リ

：

官

庁

訪

問

に

参

加

し

て

み

る

こ

と

は

本

当

に

重

要

で

す

。

参

加

し

な

け

れ

ば

何

も

始

ま

り

ま

せ

ん

か

ら

。

ログイン|環境省
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イ

モ

リ

：

最

後

に

、

こ

れ

か

ら

官

庁

訪

問

を

迎

え

る

方

に

お

す

す

め

の

イ

ベ

ン

ト

を

挙

げ

さ

せ

て

く

だ

さ

い

。

私

は

「

職

員

訪

問

」

で

す

。

ト

ド

：

私

は

「

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

」

で

す

。

ク

ラ

ゲ

：

私

が

最

も

印

象

に

残

っ

て

い

る

の

は

、

「

気

候

変

動

分

野

の

国

際

交

渉

を

担

当

さ

れ

て

い

る

方

の

説

明

会

」

で

す

。

そ

こ

で

「

環

境

保

護

と

日

本

の

国

益

が

対

立

し

た

場

合

、

ど

ち

ら

を

優

先

し

ま

す

か

」

と

質

問

し

た

と

こ

ろ

、

「

日

本

の

国

益

で

す

。

我

々

は

日

本

の

国

民

の

た

め

に

働

い

て

い

る

の

で

す

か

ら

、

両

立

で

き

な

い

場

合

は

国

益

を

最

優

先

し

ま

す

」

と

即

答

さ

れ

た

の

で

す

。

理

想

だ

け

を

追

う

組

織

で

は

な

い

と

分

か

り

ま

し

た

。

国

民

と

国

益

の

た

め

に

プ

ラ

イ

ド

を

持

っ

て

働

く

、

魅

力

的

な

方

々

が

い

る

組

織

だ

と

感

じ

ま

し

た

。

た

ぬ

き

：

私

は

「

試

験

区

分

別

の

少

人

数

相

談

会

」

で

す

。

対

面

開

催

の

回

に

参

加

し

ま

し

た

が

、

少

人

数

だ

っ

た

た

め

、

教

材

や

勉

強

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

つ

い

て

非

常

に

詳

し

く

相

談

に

乗

っ

て

い

た

だ

き

、

大

変

参

考

に

な

り

ま

し

た

。

ぜ

ひ

皆

さ

ん

も

色

々

な

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

し

て

み

て

く

だ

さ

い

！

イ

チ

オ

シ

の

採

用

イ

ベ

ン

ト

大

阪

府　

枚

方

市　

穂

谷

里

山　

２

０

２

５

年

夏

▼

採用イベント

の情報は

こちら
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課

動

メンバー

ツシマヤマネコ

シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

そ

れ

で

は

早

速

で

す

が

、

皆

さ

ん

が

大

学

時

代

に

ど

ん

な

課

外

活

動

を

し

て

い

た

か

教

え

て

く

だ

さ

い

！

ま

ず

は

キ

リ

ン

さ

ん

か

ら

お

願

い

し

ま

す

。

キ

リ

ン

：

は

い

。

僕

は

大

学2

年

生

の

秋

か

ら

デ

ン

マ

ー

ク

に

留

学

し

て

い

て

、

現

地

の

大

学

が

公

認

し

て

い

る

リ

サ

イ

ク

ル

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

で

運

営

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

し

て

い

ま

し

た

。

市

民

か

ら

寄

付

さ

れ

た

日

用

品

を

陳

列

し

た

り

、

リ

サ

イ

ク

ル

で

き

な

い

も

の

を

分

別

し

た

り

す

る

活

動

で

す

。

そ

の

他

に

、

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

に

関

心

の

あ

る

学

生

団

体

で

、

企

業

訪

問

や

キ

ャ

リ

ア

フ

ェ

ア

の

企

画

・

運

営

も

し

て

い

ま

し

た

。

シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

デ

ン

マ

ー

ク

は

環

境

先

進

国

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

あ

り

ま

す

ね

。

で

は

、

ツ

シ

マ

ヤ

マ

ネ

コ

さ

ん

は

い

か

が

で

す

か

？

ヤ

マ

ネ

コ

：

私

は

少

し

毛

色

が

違

っ

て

い

て

、

衆

議

院

議

員

の

事

務

所

で

イ

ン

タ

ー

ン

を

し

て

い

ま

し

た

。

主

な

業

務

は

、

朝

の

駅

立

ち

の

準

備

や

ビ

ラ

配

り

、

講

演

会

の

運

営

、

地

元

の

お

祭

り

の

お

手

伝

い

な

ど

、

本

当

に

様

々

で

す

。

政

治

の

現

場

を

肌

で

感

じ

る

経

験

で

し

た

。

シ

マ

エ

ナ

ガ

：

政

治

の

最

前

線

で

す

ね

！

後

ほ

ど

詳

し

く

聞

か

せ

て

く

だ

さ

い

。

で

は

、

ひ

つ

じ

さ

ん

は

ど

う

で

し

ょ

う

？

ひ

つ

じ

：

私

は

大

き

く

二

つ

あ

り

ま

す

。

一

つ

は

、

大

学

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

サ

ー

ク

ル

で

、

茅

ヶ

崎

の

海

岸

に

行

っ

て

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ご

み

を

回

収

す

る

活

動

を3

年

生

ま

で

続

け

て

い

ま

し

た

。

も

う

一

つ

は

、

若

者

が

現

職

の

国

会

議

員

に

政

策

提

言

を

行

う

イ

ベ

ン

ト

の

運

営

に

携

わ

っ

て

い

ま

し

た

。

シ

マ

エ

ナ

ガ

：

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

私

も

二

つ

活

動

を

し

て

い

て

、

一

つ

は

小

学

生

を

対

象

に

食

品

ロ

ス

に

つ

い

て

教

え

る

サ

ー

ク

ル

で

、

手

作

り

の

か

る

た

を

使

っ

て

出

前

授

業

を

し

て

い

ま

し

た

。

も

う

一

つ

は

、

兵

庫

県

の

丹

波

篠

山

市

で

、

留

学

生

と

一

緒

に

農

作

業

を

お

手

伝

い

す

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

す

。

キリン シマエナガ
デンマーク留学中に

リサイクルステーションの

運営ボランティア

小学生向けの

食品ロス出前事業、

農作業ボランティア

衆議院議員事務所

でのインターン

ひつじ

海岸清掃ボランティア、

若者による政策提言

イベントの運営

ど

ん

な

活

動

を

し

て

た

？

シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

皆

さ

ん

、

本

当

に

多

様

な

活

動

を

さ

れ

て

い

ま

す

ね

。

こ

こ

か

ら

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

活

動

に

つ

い

て

も

う

少

し

詳

し

く

聞

い

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

ま

ず

、

キ

リ

ン

さ

ん

の

デ

ン

マ

ー

ク

で

の

活

動

に

つ

い

て

で

す

が

、

な

ぜ

そ

の

活

動

を

始

め

よ

う

と

思

っ

た

の

で

す

か

？

活

動

の

深

掘

り

：

き

っ

か

け

と

学

び

※ツシマヤマネコは

ヤマネコ表記

活

外

51



の

目

を

見

て

、

自

分

の

言

葉

で

説

明

し

、

頭

を

下

げ

る

姿

を

見

て

、

信

頼

関

係

が

生

ま

れ

る

の

だ

と

実

感

し

ま

し

た

。

キ

リ

ン

： 

も

と

も

と

気

候

変

動

な

ど

の

環

境

問

題

に

漠

然

と

し

た

興

味

が

あ

り

ま

し

た

。

留

学

先

に

デ

ン

マ

ー

ク

を

選

ん

だ

の

も

、

発

電

量

に

占

め

る

風

力

発

電

の

割

合

が

世

界

一

で

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

進

ん

で

い

る

国

と

い

う

印

象

が

あ

っ

た

か

ら

で

す

。

現

地

で

活

動

す

る

中

で

、

環

境

問

題

に

関

心

を

持

つ

仲

間

と

出

会

え

た

こ

と

や

、

リ

サ

イ

ク

ル

が

日

常

に

根

付

い

て

い

る

様

子

を

肌

で

感

じ

ら

れ

た

こ

と

は

大

き

な

収

穫

で

し

た

。

ひ

つ

じ

： 

そ

の

活

動

な

ら

で

は

の

面

白

さ

や

、

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

経

験

が

あ

れ

ば

教

え

て

く

だ

さ

い

。

キ

リ

ン

：

同

じ

シ

フ

ト

の

仲

間

と

話

す

中

で

、

環

境

問

題

へ

の

意

識

が

高

い

人

だ

け

で

な

く

、

「

友

達

が

い

る

か

ら

」

と

い

う

理

由

で

参

加

し

て

い

る

人

も

い

ま

し

た

。

シ

マ

エ

ナ

ガ

：

 

な

る

ほ

ど

。

で

は

次

に

、

ツ

シ

マ

ヤ

マ

ネ

コ

さ

ん

の

議

員

事

務

所

で

の

活

動

に

つ

い

て

お

聞

き

し

ま

す

。

ひ

つ

じ

：

政

治

の

現

場

は

、

私

た

ち

の

生

活

と

は

少

し

遠

い

イ

メ

ー

ジ

が

あ

り

ま

す

が

、

環

境

行

政

に

通

じ

る

よ

う

な

学

び

は

あ

り

ま

し

た

か

？

ヤ

マ

ネ

コ

：

 

は

い

。

一

番

感

じ

た

の

は

、

国

民

の

理

解

を

得

る

た

め

に

は

、

F
a
c
e
 
t
o
 
F
a
c
e

で

泥

臭

く

対

話

し

続

け

る

こ

と

が

不

可

欠

だ

と

い

う

こ

と

で

す

。

講

演

会

で

は

、

所

属

政

党

へ

の

厳

し

い

意

見

が

直

接

飛

ん

で

く

る

こ

と

も

あ

り

ま

し

た

が

、

議

員

が

一

人

ひ

と

り

シ

マ

エ

ナ

ガ

：

そ

れ

は

貴

重

な

経

験

で

す

ね

。

ヤ

マ

ネ

コ

：

え

え

。

例

え

ば

、

福

島

の

復

興

や

除

去

土

壌

の

県

外

最

終

処

分

と

い

っ

た

環

境

省

が

直

面

す

る

難

し

い

課

題

も

、

最

後

は

職

員

が

地

元

の

方

々

に

地

道

に

説

明

し

、

理

解

を

得

て

い

く

作

業

が

最

も

重

要

に

な

る

は

ず

で

す

。

そ

の

「

現

場

の

リ

ア

ル

」

を

学

べ

た

こ

と

は

大

き

か

っ

た

で

す

ね

。

有権者の方々が集まる地元のお祭り▼

リサイクルショップでの活動▲

で

も

、

ど

ん

な

き

っ

か

け

で

あ

れ

、

結

果

的

に

リ

サ

イ

ク

ル

の

輪

に

加

わ

っ

て

い

る

。

そ

う

い

う

形

で

取

り

組

み

が

広

が

っ

て

い

く

様

子

を

見

ら

れ

た

の

は

面

白

か

っ

た

で

す

。

多

様

な

立

場

の

視

点

を

知

れ

た

こ

と

は

、

将

来

、

省

庁

で

働

く

上

で

も

必

ず

活

き

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。
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シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

お

二

人

の

話

、

す

ご

く

共

感

し

ま

す

！

私

も

食

品

ロ

ス

の

活

動

を

し

て

い

て

、

「

こ

の

活

動

に

意

味

は

あ

る

の

か

な

」

と

悩

む

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。

で

も

、

お

二

人

の

話

を

聞

い

て

、

地

道

な

積

み

重

ね

の

大

切

さ

を

改

め

て

感

じ

ま

し

た

。

私

の

活

動

で

は

、

小

学

生

に

ど

う

伝

え

る

か

、

と

い

う

点

で

難

し

さ

も

感

じ

ま

し

た

ね

。

シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

ひ

つ

じ

さ

ん

は

、

高

校

時

代

か

ら

海

洋

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

問

題

に

関

心

が

あ

っ

た

そ

う

で

す

が

、

な

ぜ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

い

う

形

で

関

わ

ろ

う

と

思

っ

た

の

で

す

か

？

ひ

つ

じ

： 

高

校

時

代

は

本

を

読

ん

だ

り

市

役

所

や

環

境

省

に

電

話

し

た

り

し

て

情

報

を

集

め

て

い

た

の

で

す

が

、

知

識

を

得

る

だ

け

で

、

問

題

解

決

に

貢

献

で

き

て

い

る

実

感

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

こ

で

、

ま

ず

は

自

分

の

体

を

使

っ

て

行

動

し

て

み

よ

う

と

思

い

、

大

学

で

海

岸

清

掃

メ

イ

ン

に

活

動

し

て

い

る

サ

ー

ク

ル

を

見

つ

け

て

入

り

ま

し

た

。

キ

リ

ン

： 

そ

の

経

験

は

、

環

境

省

を

目

指

す

き

っ

か

け

に

も

繋

が

り

ま

し

た

か

？

ひ

つ

じ

： 

伝

え

る

上

で

の

難

し

さ

、

で

す

か

？

シ

マ

エ

ナ

ガ

：

は

い

。

例

え

ば

、

給

食

を

残

す

こ

と

に

つ

い

て

、

ア

レ

ル

ギ

ー

や

体

質

の

子

も

い

る

の

で

、

「

残

さ

ず

食

べ

よ

う

」

と

い

う

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

過

度

な

プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

に

な

ら

な

い

よ

う

、

言

葉

選

び

に

は

常

に

気

を

使

い

ま

し

た

。

多

く

の

人

に

納

得

し

て

も

ら

う

た

め

の

「

伝

え

方

」

他

の

省

庁

に

は

短

期

的

な

世

論

と

向

き

合

う

仕

事

も

多

い

で

す

が

、

環

境

省

の

仕

事

は

、

必

ず

し

も

す

ぐ

に

成

果

が

目

に

見

え

る

わ

け

で

は

な

い

。

そ

れ

で

も

、

将

来

の

世

代

の

た

め

に

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

に

取

り

組

み

続

け

ら

れ

る

。

そ

う

い

う

、

あ

る

種

の

「

我

慢

」

が

で

き

る

人

た

ち

が

集

ま

っ

て

い

る

の

か

な

と

。

私

は

そ

れ

を

「

毛

並

み

が

似

て

い

る

」

と

感

じ

て

、

自

分

に

合

っ

て

い

る

と

思

い

、

環

境

省

を

選

ん

だ

大

き

な

理

由

の

一

つ

に

な

り

ま

し

た

。

▲

海

辺

で

集

め

た

た

く

さ

ん

の

ゴ

ミ

ひ

つ

じ

：

は

い

。

実

際

に

ゴ

ミ

拾

い

を

し

て

み

て

、

自

分

一

人

の

力

が

い

か

に

小

さ

い

か

を

痛

感

し

ま

し

た

。

個

人

の

活

動

も

大

切

で

す

が

、

そ

れ

だ

け

で

は

問

題

は

解

決

し

な

い

。

社

会

の

根

本

に

あ

る

仕

組

み

や

制

度

を

作

る

こ

と

の

重

要

性

を

感

じ

、

そ

れ

が

環

境

省

を

志

望

す

る

大

き

な

動

機

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

清

掃

活

動

は

す

ぐ

に

成

果

が

見

え

る

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

コ

ツ

コ

ツ

と

粘

り

強

く

続

け

る

姿

勢

は

、

環

境

行

政

に

も

通

じ

る

も

の

が

あ

る

と

感

じ

て

い

ま

す

。

ヤ

マ

ネ

コ

：

ひ

つ

じ

さ

ん

の

「

コ

ツ

コ

ツ

続

け

る

」

と

い

う

話

、

す

ご

く

よ

く

分

か

り

ま

す

。

私

も

官

庁

訪

問

で

色

々

な

省

庁

を

見

る

中

で

、

環

境

省

は

ま

さ

に

そ

う

い

う

場

所

だ

と

感

じ

ま

し

た

。

の

重

要

性

と

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

限

界

を

同

時

に

感

じ

た

経

験

は

、

ル

ー

ル

作

り

と

い

う

行

政

の

役

割

を

考

え

る

上

で

大

き

な

学

び

に

な

り

ま

し

た

。

キ

リ

ン

： 

な

る

ほ

ど…

。

シ

マ

エ

ナ

ガ

さ

ん

は

も

う

一

つ

、

農

作

業

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

も

さ

れ

て

い

ま

し

た

よ

ね

。

一

見

、

環

境

省

と

は

少

し

距

離

が

あ

る

よ

う

に

も

感

じ

ま

す

が

、

そ

の

経

験

か

ら

得

た

も

の

で

、

将

来

に

活

か

せ

そ

う

だ

と

感

じ

た

こ

と

は

あ

り

ま

す

か

？

◀

出

前

授

業

の

様

子

シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

は

い

、

そ

れ

は

「

現

場

を

知

る

こ

と

の

重

要

性

」

で

す

。

実

際

に

農

作

業

を

体

験

し

、

農

家

の

方

々

の

話

を

聞

く

中

で

、

作

業

の

大

変

さ

や

経

営

の

厳

し

さ

を

知

り

ま

し

た

。

も

し

こ

う

し

た

現

場

感

覚

が

な

け

れ

ば

、

自

分

た

ち

が

良

か

れ

と

思

っ

て

考

え

る

政

策

が

、

実

は

的

外

れ

だ

っ

た

り

、

実

行

不

可

能

な

も

の

だ

っ

た

り

す

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

こ

の

「

現

場

の

視

点

を

忘

れ

な

い

」

と

い

う

姿

勢

は

、

環

境

省

の

職

員

と

し

て

働

く

上

で

も

、

常

に

持

ち

続

け

た

い

大

事

な

軸

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

▶

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

は

ス

ト

ラ

ッ

プ

に

加

工

！
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ど

う

い

う

風

に

捉

え

た

ら

い

い

ん

で

し

ょ

う

？

自

分

の

価

値

観

が

省

庁

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

一

致

し

て

い

る

、

み

た

い

な

感

じ

で

す

か

ね

。

シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

そ

う

で

す

ね

。

以

前

、

職

員

の

方

に

相

談

し

た

際

に

、

「

省

庁

が

違

っ

て

も

最

終

的

な

国

の

目

標

は

同

じ

。

た

だ

役

割

分

担

が

違

う

だ

け

。

だ

か

ら

こ

そ

、

自

分

が

ど

の

立

場

で

貢

献

し

た

い

か

、

ど

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

を

大

切

に

し

た

い

か

を

考

え

る

と

い

い

」

と

ア

ド

バ

イ

ス

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

例

え

ば

、

業

務

内

容

だ

け

見

る

と

、

経

産

省

や

農

水

省

と

重

な

る

分

野

も

あ

り

ま

す

が

、

政

策

案

を

作

る

最

初

の

段

階

で

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

省

庁

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

に

基

づ

い

た

視

点

が

強

く

反

映

さ

れ

る

は

ず

で

す

。

そ

の

拠

り

所

に

な

る

の

が

ミ

ッ

シ

ョ

ン

な

の

か

な

、

と

。

こ

れ

は

省

庁

を

選

ぶ

上

で

の

一

つ

の

大

事

な

視

点

に

な

る

と

思

う

の

で

、

皆

さ

ん

の

参

考

に

な

れ

ば

嬉

し

い

で

す

！

ひ

つ

じ

：

私

か

ら

は

二

つ

で

す

。

一

つ

は

「

諦

め

な

い

で

ほ

し

い

」

と

い

う

こ

と

。

就

職

活

動

で

は

、

う

ま

く

い

か

ず

に

心

が

折

れ

そ

う

に

な

る

瞬

間

が

必

ず

あ

り

ま

す

。

で

も

、

結

果

は

最

後

ま

で

分

か

り

ま

せ

ん

。

自

分

で

可

能

性

を

狭

め

ず

、

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

に

や

れ

る

こ

と

を

や

り

続

け

て

ほ

し

い

で

す

。

二

つ

目

は

「

何

事

も

楽

し

ん

で

挑

戦

し

て

ほ

し

い

」

と

い

う

こ

と

。

一

見

無

関

係

に

思

え

る

経

験

が

、

後

々

ど

こ

か

で

繋

が

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

学

生

時

代

に

し

か

で

き

な

い

様

々

な

挑

戦

を

楽

し

ん

で

く

だ

さ

い

！

シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

私

か

ら

は

、

「

人

と

協

力

し

な

が

ら

何

か

を

成

し

遂

げ

る

経

験

」

を

し

て

お

く

と

良

い

、

と

い

う

こ

と

を

伝

え

た

い

で

す

。

サ

ー

ク

ル

な

ど

で

何

か

し

ら

の

役

職

に

就

く

と

、

多

様

な

意

見

を

調

整

し

、

全

体

を

ま

と

め

る

力

が

養

わ

れ

ま

す

。

そ

れ

は

省

庁

で

働

く

上

で

も

不

可

欠

な

ス

キ

ル

で

す

。

そ

し

て

、

皆

さ

ん

が

言

っ

て

く

れ

た

よ

う

に

、

た

と

え

苦

手

な

こ

と

が

あ

っ

て

も

、

目

標

に

向

か

っ

て

コ

ツ

コ

ツ

努

力

を

続

け

る

こ

と

が

何

よ

り

大

切

だ

と

思

い

ま

す

。

本

日

は

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

今

回

の

座

談

会

が

、

将

来

の

環

境

省

志

望

者

の

皆

さ

ん

に

と

っ

て

、

大

学

生

活

を

考

え

る

上

で

の

一

助

と

な

れ

ば

幸

い

で

す

。

シ

マ

エ

ナ

ガ

：

そ

れ

で

は

最

後

に

、

将

来

環

境

省

を

目

指

す

大

学

生

に

向

け

て

、

皆

さ

ん

の

経

験

を

踏

ま

え

た

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

お

願

い

し

ま

す

。

キ

リ

ン

：

活

動

の

「

内

容

」

や

「

成

果

」

そ

の

も

の

よ

り

も

、

「

そ

の

経

験

を

通

し

て

何

を

考

え

、

ど

う

行

動

し

た

か

」

を

記

録

し

、

自

分

の

中

に

落

と

し

込

ん

で

お

く

こ

と

が

大

切

だ

と

思

い

ま

す

。

派

手

な

実

績

が

な

く

て

も

、

目

の

前

の

こ

と

に

一

生

懸

命

取

り

組

ん

だ

経

験

に

は

必

ず

価

値

が

あ

り

ま

す

し

、

官

庁

訪

問

で

は

そ

う

し

た

人

間

性

が

見

ら

れ

て

い

る

と

感

じ

ま

し

た

。

ヤ

マ

ネ

コ

：

私

は

、

「

で

き

る

だ

け

多

く

の

活

動

を

、

そ

れ

ぞ

れ

一

定

期

間

や

っ

て

み

る

こ

と

」

を

お

勧

め

し

ま

す

。

一

つ

の

活

動

に

長

く

関

わ

る

と

、

そ

の

価

値

観

が

全

て

だ

と

思

い

込

み

が

ち

で

す

。

し

か

し

、

色

々

な

世

界

を

見

る

こ

と

で

視

野

が

広

が

り

、

本

当

に

自

分

が

納

得

で

き

る

進

路

を

見

つ

け

る

こ

と

に

繋

が

り

ま

す

。

そ

れ

ぞ

れ

の

場

所

で

何

を

感

じ

た

か

を

キ

リ

ン

君

が

言

う

よ

う

に

記

録

し

、

自

己

分

析

を

続

け

て

い

く

と

良

い

と

思

い

ま

す

。

キ

リ

ン

：

 

な

る

ほ

ど

。

た

だ

、

農

作

業

の

経

験

と

な

る

と

、

農

林

水

産

省

も

視

野

に

入

り

そ

う

で

す

よ

ね

。

官

庁

訪

問

で

「

な

ぜ

農

水

省

じ

ゃ

な

い

の

？

」

と

聞

か

れ

た

り

し

ま

し

た

か

？

シ

マ

エ

ナ

ガ

： 

直

接

そ

う

は

聞

か

れ

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

自

分

の

中

で

は

官

庁

訪

問

の

前

か

ら

答

え

は

明

確

で

し

た

。

決

め

手

は

「

省

庁

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

」

で

す

。

私

な

り

に

、

農

水

省

は

「

日

本

の

食

の

安

全

を

守

る

こ

と

」

、

環

境

省

は

「

人

の

命

や

地

球

環

境

そ

の

も

の

を

守

る

こ

と

」

が

根

幹

に

あ

る

と

捉

え

ま

し

た

。

仕

事

で

難

し

い

判

断

を

迫

ら

れ

た

時

、

ど

ち

ら

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

を

指

針

に

し

た

い

か

を

考

え

た

結

果

、

私

に

は

環

境

省

が

合

っ

て

い

る

と

確

信

し

た

ん

で

す

。

ひ

つ

じ

：

「

ミ

ッ

シ

ョ

ン

」

で

す

か

。

僕

は

あ

ま

り

意

識

し

た

こ

と

が

な

か

っ

た

の

で

、

新

鮮

で

す

。

将

来

、

環

境

省

を

目

指

す

皆

さ

ん

へ

▶

農

作

業

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
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地
方
在
住
者

メンバー

ナマケモノ

カ

ピ

バ

ラ

：

や

は

り

、

そ

う

い

っ

た

深

い

情

報

は

合

格

体

験

記

に

書

か

れ

て

い

る

こ

と

が

多

か

っ

た

で

す

ね

。

ネ

ッ

ト

で

は

あ

ま

り

見

か

け

な

か

っ

た

印

象

で

す

。

メ

ン

ダ

コ

：

そ

う

な

る

と

、

大

学

内

で

公

務

員

講

座

を

取

っ

て

い

る

友

人

な

ど

か

ら

情

報

共

有

し

て

も

ら

え

る

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

あ

れ

ば

、

最

大

限

に

活

用

す

る

の

が

良

さ

そ

う

で

す

ね

。

キツネ

メンダコ

メ

ン

ダ

コ

：

本

日

は

お

集

ま

り

い

た

だ

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

早

速

で

す

が

、

地

方

の

学

生

が

最

初

に

ぶ

つ

か

る

壁

で

あ

る

「

情

報

収

集

」

に

つ

い

て

お

聞

き

し

た

い

で

す

。

東

京

に

比

べ

て

情

報

が

手

に

入

り

に

く

い

中

で

、

皆

さ

ん

は

官

庁

訪

問

の

情

報

を

ど

の

よ

う

に

集

め

て

い

ま

し

た

か

？

カ

ピ

バ

ラ

：

僕

は

国

家

公

務

員

試

験

の

予

備

校

に

通

っ

て

い

た

の

で

、

そ

こ

に

あ

る

「

合

格

体

験

記

」

を

一

番

の

情

報

源

に

し

て

い

ま

し

た

。

官

庁

訪

問

の

ク

ー

ル

ご

と

の

流

れ

や

面

接

内

容

が

詳

細

に

書

か

れ

て

い

て

、

一

連

の

プ

ロ

セ

ス

を

把

握

で

き

た

の

で

精

神

的

な

安

心

感

が

あ

り

ま

し

た

ね

。

逆

に

言

う

と

、

そ

れ

以

外

の

情

報

源

は

ほ

と

ん

ど

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

メ

ン

ダ

コ

：

予

備

校

の

体

験

記

は

心

強

い

で

す

ね

。

私

は

そ

う

い

っ

た

も

の

が

な

か

っ

た

の

で

、

ひ

た

す

ら

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

情

報

を

探

し

て

い

ま

し

た

。

で

も

、

ネ

ッ

ト

の

情

報

は

信

憑

性

が

わ

か

ら

ず

、

む

し

ろ

不

安

を

煽

ら

れ

る

こ

と

も

多

く

て…

。

キ

ツ

ネ

さ

ん

も

同

じ

よ

う

な

経

験

を

さ

れ

た

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

キ

ツ

ネ

：

は

い

、

私

も

メ

ン

ダ

コ

さ

ん

と

全

く

同

じ

で

す

。

確

証

の

な

い

情

報

を

ネ

ッ

ト

で

漁

っ

て

は

、

一

人

で

不

安

に

な

っ

て

い

ま

し

た

（

笑

）

。

今

思

え

ば

、

同

じ

サ

イ

ト

を

見

て

一

喜

一

憂

し

て

い

た

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

カピバラ

地

方

か

ら

の

情

報

収

集

術

神戸住み

長野住み京都住み

大阪住み

メ

ン

ダ

コ

：

き

っ

と

そ

う

で

す

ね

（

笑

）

ナ

マ

ケ

モ

ノ

さ

ん

は

何

か

有

益

な

情

報

源

は

あ

り

ま

し

た

か

？

ナ

マ

ケ

モ

ノ

：

僕

は

農

林

水

産

省

も

併

願

し

て

い

た

の

で

す

が

、

そ

ち

ら

で

「

官

庁

訪

問

前

説

明

会

」

と

い

う

の

が

あ

っ

て

、

そ

こ

で

聞

い

た

話

と

ネ

ッ

ト

の

情

報

を

照

ら

し

合

わ

せ

て

「

ま

あ

、

似

た

よ

う

な

感

じ

だ

ろ

う

」

と

大

枠

を

掴

ん

で

い

ま

し

た

。

で

も

、

皆

さ

ん

が

本

当

に

知

り

た

い

の

っ

て

、

具

体

的

な

面

接

の

質

問

内

容

と

か

、

ど

う

い

う

点

を

見

ら

れ

て

い

る

か

、

と

い

っ

た

も

っ

と

深

い

部

分

で

す

よ

ね

。

そ

う

い

っ

た

情

報

は

、

僕

も

あ

ま

り

見

つ

け

ら

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。

メ

ン

ダ

コ

：

確

か

に

、

環

境

省

の

説

明

会

で

は

、

お

す

す

め

の

勉

強

法

や

先

輩

の

過

ご

し

方

と

い

っ

た

情

報

は

も

ら

え

ま

し

た

が

、

選

考

プ

ロ

セ

ス

の

詳

細

ま

で

は

触

れ

ら

れ

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

ね

。

オ

ン

ラ

イ

ン

説

明

会

の

利

活

用

ナ

マ

ケ

モ

ノ

： 

地

方

の

学

生

は

、

対

面

の

説

明

会

に

参

加

し

に

く

い

と

い

う

ハ

ン

デ

も

あ

り

ま

す

よ

ね

。

職

員

の

方

に

直

接

顔

を

覚

え

て

も

ら

う

機

会

が

少

な

い

。

官

庁

訪

問

が

始

ま

っ

て

か

ら

、

職

員

さ

ん

が

以

前

説

明

会

で

会

っ

た

学

生

さ

ん

に

親

し

げ

に

話

し

か

け

て

い

る

の

を

見

て

、

「

あ

、

こ

れ

か

！

」

と

実

感

し

ま

し

た

。

メ

ン

ダ

コ

：

ま

さ

に

。

こ

の

中

で

、

霞

が

関

で

の

対

面

説

明

会

に

参

加

し

た

方

は

い

ま

す

か

？

カ

ピ

バ

ラ

： 

は

い

、

一

度

だ

け

神

戸

か

ら

行

き

ま

し

た

。

あ

と

は

夏

休

み

に

あ

っ

た

「

サ

マ

ー

ト

ラ

イ

ア

ル

」

に

も

参

加

し

ま

し

た

ね

。

た

だ

、

行

っ

て

み

て

感

じ

た

の

は

、

一

度

行

け

ば

十

分

だ

と

い

う

こ

と

で

す

。

一

度

し

っ

か

り

顔

を

合

わ

せ

て

お

け

ば

、

意

外

と

覚

え

て

も

ら

え

る

こ

と

が

多

い

の

で

、

何

度

も

足

を

運

ぶ

必

要

は

な

い

か

な

、

と

。
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メ

ン

ダ

コ

：

次

は

、

地

方

学

生

に

と

っ

て

死

活

問

題

と

な

る

「

宿

選

び

」

に

つ

い

て

聞

き

た

い

で

す

。

カ

ピ

バ

ラ

さ

ん

は

宿

に

お

金

を

か

け

た

と

言

っ

て

い

ま

し

た

が

、

宿

選

び

で

重

視

し

た

ポ

イ

ン

ト

は

あ

り

ま

す

か

？

カ

ピ

バ

ラ

： 

僕

は

大

浴

場

が

あ

る

ホ

テ

ル

を

選

び

ま

し

た

。

毎

晩

そ

こ

で

リ

ラ

ッ

ク

ス

で

き

た

の

は

本

当

に

良

か

っ

た

で

す

。

あ

と

、

僕

はA

ホ

テ

ル

の

ヘ

ビ

ー

ユ

ー

ザ

ー

な

の

で

（

笑

）

霞

ヶ

関

へ

の

ア

ク

セ

ス

が

良

い

国

会

議

事

堂

近

く

のA

ホ

テ

ル

を

予

約

し

ま

し

た

。

キ

ツ

ネ

：

私

は

最

寄

り

駅

か

ら

の

距

離

を

最

優

先

し

ま

し

た

。

泊

ま

っ

た

宿

が

、

駅

か

ら

雨

に

濡

れ

ず

に

行

け

る

場

所

で

、

傘

が

要

ら

な

か

っ

た

の

が

す

ご

く

助

か

り

ま

し

た

ね

。

移

動

の

ス

ト

レ

ス

は

小

さ

い

よ

う

で

、

か

な

り

大

き

い

で

す

。

ナ

マ

ケ

モ

ノ

： 

確

か

に

。

ち

な

み

に

、

宿

の

予

約

は

い

つ

頃

か

ら

始

め

ま

し

た

か

？

僕

み

た

い

に

計

画

性

の

な

い

人

間

か

ら

す

る

と

、

気

に

な

る

と

こ

ろ

で

す

。

カ

ピ

バ

ラ

： 

調

べ

始

め

た

の

は2

ヶ

月

前

く

ら

い

で

、

実

際

に

予

約

し

た

の

は1

ヶ

ち

ょ

っ

と

前

で

し

た

ね

。

キ

ツ

ネ

： 

私

は

一

次

試

験

の

結

果

が

出

た3

月

末

に

す

ぐ

予

約

し

ま

し

た

。

早

割

を

狙

っ

て

。

た

だ

、

ク

ー

ル

が

進

む

前

に

帰

る

こ

と

に

な

っ

た

ら

ど

う

し

よ

う

、

と

い

う

不

安

は

あ

り

ま

し

た

。

思

い

ま

す

。

キ

ツ

ネ

さ

ん

は

ど

う

で

し

た

か

？

キ

ツ

ネ

：

私

は

そ

う

い

っ

た

イ

ベ

ン

ト

に

は

全

く

参

加

し

て

い

な

く

て

、

採

用

担

当

の

方

と

も

官

庁

訪

問

が

「

初

め

ま

し

て

」

で

し

た

。

た

だ

、3

年

生

の

夏

に

原

子

力

規

制

庁

の

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

に

参

加

し

て

い

て

、

そ

こ

で

偶

然

、

後

々

の

環

境

省

の

来

年

度

の

採

用

担

当

の

方

と

お

会

い

し

て

い

ま

し

た

。

メ

ン

ダ

コ

： 

な

る

ほ

ど

。

直

接

で

な

く

て

も

、

ど

こ

か

で

繋

が

り

が

生

ま

れ

る

こ

と

も

あ

る

ん

で

す

ね

。

た

と

え

事

前

に

直

接

的

な

繋

が

り

が

な

く

て

も

、

説

明

会

に

参

加

し

て

職

員

の

方

々

の

顔

を

見

て

お

く

だ

け

で

、

当

日

の

安

心

感

が

全

く

違

い

ま

す

よ

ね

。

「

あ

、

オ

ン

ラ

イ

ン

で

見

た

こ

と

あ

る

人

だ

」

っ

て

思

え

る

だ

け

で

、

少

し

リ

ラ

ッ

ク

ス

で

き

る

。

そ

う

い

う

意

味

で

も

、

説

明

会

へ

の

参

加

は

大

事

だ

と

思

い

ま

す

。

ち

な

み

に

皆

さ

ん

は

、

オ

ン

ラ

イ

ン

説

明

会

に

何

回

く

ら

い

参

加

し

ま

し

ナ

マ

ケ

モ

ノ

： 

あ

あ

、

そ

れ

だ

！

僕

も

官

庁

訪

問

の

時

に

「

い

た

よ

ね

？

」

っ

て

言

わ

れ

た

ん

で

す

け

ど

、

オ

ン

ラ

イ

ン

の1

対1

の

説

明

会

で

覚

え

て

も

ら

っ

て

い

た

み

た

い

で

す

。

変

な

こ

と

言

っ

て

た

か

ら

、

違

う

意

味

で

イ

ン

パ

ク

ト

が

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

で

す

け

ど

（

笑

）

。

メ

ン

ダ

コ

：

（

笑

）

。

で

も

、

覚

え

て

も

ら

え

る

の

は

大

き

い

で

す

よ

ね

。

私

も

少

人

数

相

談

会

に

は

参

加

し

ま

し

た

。

自

分

の

聞

き

た

い

こ

と

だ

け

を

ピ

ン

ポ

イ

ン

ト

で

聞

け

る

の

で

、

対

面

に

行

け

な

い

人

に

は

本

当

に

お

す

す

め

で

す

。

あ

と

は

、

環

境

省

が

主

催

・

協

賛

し

て

い

る

イ

ベ

ン

ト

に

顔

を

出

し

て

、

「

志

望

し

て

い

る

ん

で

す

」

と

伝

え

て

、

採

用

チ

ー

ム

の

方

と

繋

が

り

を

作

っ

た

り

も

し

ま

し

た

。

カ

ピ

バ

ラ

： 

そ

の

行

動

力

は

す

ご

い

で

す

ね

！

メ

ン

ダ

コ

：

絶

対

に

環

境

省

に

行

き

た

い

と

い

う

強

い

気

持

ち

が

あ

る

な

ら

、

そ

う

い

っ

た

ア

ク

シ

ョ

ン

も

有

効

だ

と

メ

ン

ダ

コ

：

 

一

度

の

対

面

が

大

事

、

と

。

も

し

そ

れ

が

難

し

い

場

合

は

ど

う

す

れ

ば

い

い

で

し

ょ

う

？

カ

ピ

バ

ラ

：

 

オ

ン

ラ

イ

ン

で

開

催

さ

れ

る

「

少

人

数

相

談

会

」

を

予

約

し

て

、

そ

こ

で

顔

を

覚

え

て

も

ら

う

の

が

良

い

と

思

い

ま

す

。

対

面

に

行

く

か

、

オ

ン

ラ

イ

ン

の

少

人

数

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

す

る

か

、

ど

ち

ら

か

の

ア

ク

シ

ョ

ン

は

起

こ

し

て

お

く

と

良

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

た

か

？

カ

ピ

バ

ラ

： 

僕

は

、

参

加

で

き

る

も

の

は

ほ

ぼ

全

部

参

加

し

ま

し

た

。2
0

回

く

ら

い

か

な

？

オ

ン

ラ

イ

ン

な

の

で

気

軽

に

参

加

し

て

い

ま

し

た

ね

。

メ

ン

ダ

コ

：

私

も

仲

間

で

す

！

専

門

外

の

分

野

で

も

、

何

か

知

識

に

な

る

か

も

し

れ

な

い

と

思

っ

て

、

国

際

関

係

の

回

な

ど

も

含

め

て

ほ

と

ん

ど

参

加

し

て

い

ま

し

た

。

ナ

マ

ケ

モ

ノ

：

僕

は

逆

で

、1
o
n
1

を

含

め

て

も3

回

く

ら

い

で

す

ね

。

キ

ツ

ネ

：

私

も

、

一

次

試

験

合

格

者

向

け

の

説

明

会

に1

回

参

加

し

た

だ

け

で

す

。

カ

ピ

バ

ラ

：

こ

う

し

て

見

る

と

、

説

明

会

の

参

加

回

数

自

体

が

直

接

内

々

定

に

関

係

す

る

わ

け

で

は

な

さ

そ

う

で

す

ね

。

メ

ン

ダ

コ

：

そ

う

で

す

ね

。

た

だ

、

知

識

を

得

て

お

く

、

あ

る

い

は

当

日

の

リ

ラ

ッ

ク

ス

材

料

に

す

る

と

い

う

意

味

で

、

少

な

く

と

も

数

回

は

参

加

し

て

お

く

と

、

心

に

余

裕

が

生

ま

れ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

官

庁

訪

問

の

拠

点

「

宿

選

び

」

と

休

日

の

過

ご

し

方

◀
兵
庫
県
　
日
本
へ
そ
公
園
　
２
０
２
５
年
　
春
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宿泊費 交通費 食費

交通費 交通費

宿泊費 交通費 食費

僕も東京の実家に

泊まりました。

京都からの夜行バスを

5000円の三列

シートタイプにしたら

すごく快適でした。

オススメです！

外

に

出

る

気

に

な

れ

な

い

日

も

あ

り

ま

し

た

。

ナ

マ

ケ

モ

ノ

： 

僕

は

大

学

院

生

な

の

で

、

学

部

時

代

に

東

京

で

就

職

し

た

友

人

が

多

く

て

。

彼

ら

に

連

絡

を

取

っ

て

会

い

に

行

っ

て

い

ま

し

た

。

気

心

の

知

れ

た

仲

間

と

話

す

の

は

、

す

ご

く

良

い

メ

ン

タ

ル

ケ

ア

に

な

り

ま

す

。

ナ

マ

ケ

モ

ノ

： 

具

体

的

な

場

所

で

言

う

と

、

霞

ケ

関

駅

に

乗

り

入

れ

て

い

る

丸

ノ

内

線

、

日

比

谷

線

、

千

代

田

線

の

沿

線

で

探

す

と

、

乗

り

換

え

な

し

で

一

本

で

行

け

る

の

で

楽

だ

と

思

い

ま

す

。

カ

ピ

バ

ラ

：

特

に

丸

ノ

内

線

は

駅

の

地

下

で

繋

が

っ

て

い

る

の

で

、

雨

の

日

も

濡

れ

ず

に

済

む

。

こ

れ

は

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

で

す

ね

。

メ

ン

ダ

コ

：

宿

の

話

が

出

た

の

で

、

次

は

官

庁

訪

問

中

の

「

休

日

の

過

ご

し

方

」

に

つ

い

て

。

心

身

と

も

に

疲

弊

す

る

期

間

だ

と

思

い

ま

す

が

、

皆

さ

ん

は

ど

う

や

っ

て

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

し

て

い

ま

し

た

か

？

カ

ピ

バ

ラ

：

僕

は

「

せ

っ

か

く

だ

か

ら

楽

し

も

う

」

と

思

っ

て

、

野

球

観

戦

に

行

っ

た

り

、

少

し

遠

出

し

て

宇

都

宮

や

日

光

に

観

光

に

行

っ

た

り

し

て

い

ま

し

た

。

も

ち

ろ

ん

、

あ

る

程

度

選

考

が

進

ん

で

か

ら

の

話

で

す

が

。

キ

ツ

ネ

： 

私

は

「

美

味

し

い

も

の

を

食

べ

る

」

と

決

め

て

い

ま

し

た

！

パ

ン

ケ

ー

キ

や

オ

ム

ラ

イ

ス

を

食

べ

に

行

っ

て

、

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

維

持

し

て

い

ま

し

た

ね

。

た

だ

、

第1

・

第2

ク

ー

ル

の

間

は

メ

ン

タ

ル

的

に

き

つ

す

ぎ

て

、

メ

ン

ダ

コ

：

官

庁

訪

問

の

時

期

は

他

の

省

庁

の

志

望

者

も

予

約

す

る

の

で

、

霞

が

関

周

辺

の

良

い

宿

は

す

ぐ

に

埋

ま

っ

て

し

ま

い

ま

す

よ

ね

。

キ

ャ

ン

セ

ル

料

が

か

か

ら

な

い

ホ

テ

ル

も

多

い

の

で

、

一

次

試

験

が

終

わ

っ

た

ら

す

ぐ

に

動

く

の

が

大

事

だ

っ

た

り

す

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

メ

ン

ダ

コ

：

私

も

友

人

た

ち

に

会

っ

て

、

カ

フ

ェ

で

話

を

聞

い

て

も

ら

っ

た

り

、

映

画

を

観

に

行

っ

た

り

し

て

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

て

い

ま

し

た

。

で

も

、

や

っ

ぱ

り

最

初

の

ク

ー

ル

が

終

わ

っ

た

直

後

は

、

面

接

の

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

を

元

に

話

す

内

容

を

整

理

し

直

す

作

業

に

多

く

の

時

間

を

費

や

し

ま

し

た

ね

。

う

ま

く

気

分

転

換

し

な

が

ら

、

次

へ

の

準

備

を

進

め

る

こ

と

が

大

切

だ

と

思

い

ま

す

。

官

庁

訪

問

に

か

か

っ

た

金

額

は

？

25万円

1万円3～4万円

15～20

万円

ホ

テ

ル

泊

実

家

に

宿

泊

僕は関東の実家に泊

まって通いました。

実家から霞が関まで

2時間くらいかかっ

たので大変でした

が、交通費は抑えら

れました。お金を

時間でペイした

かんじです笑

霞が関に近めのホテ

ルに泊まっていたの

で、官庁訪問期間中

の移動は、あまり時

間がかかりません

でした！

霞が関にすごく近いホ

テルに泊まったので

値段がはりました…

その分、訪問期間はと

ても気楽に過ごせまし

た！

カピバラ
キツネ

メンダコナマケモノ

～10万円

3～5

万円

3～5

万円

20万円

3万円

2万円

▼長野県　木曽駒ケ岳
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ナ

マ

ケ

モ

ノ

： 

も

う

一

つ

、

こ

れ

は

環

境

省

な

ら

で

は

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

国

立

公

園

や

福

島

復

興

な

ど

、

地

方

で

の

勤

務

や

出

向

の

機

会

が

多

く

あ

り

ま

す

よ

ね

。

も

と

も

と

地

方

出

身

だ

と

、

全

国

ど

こ

へ

で

も

行

く

こ

と

へ

の

抵

抗

が

少

な

い

。

こ

れ

も

強

み

に

な

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

メ

ン

ダ

コ

：

そ

れ

は

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

で

す

ね

！

地

方

出

身

者

の

強

み

、

見

つ

け

ま

し

た

！

い

と

い

う

の

は

あ

り

ま

し

た

ね

。

無

理

に

標

準

語

に

合

わ

せ

る

必

要

は

な

い

と

思

い

ま

す

。

メ

ン

ダ

コ

：

確

か

に

！

方

言

は

強

力

な

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

に

な

り

ま

す

よ

ね

。

メ

ン

ダ

コ

：

次

に

、

地

方

な

ら

で

は

の

苦

労

や

、

逆

に

メ

リ

ッ

ト

だ

と

感

じ

た

こ

と

に

つ

い

て

話

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

情

報

収

集

以

外

で

苦

労

し

た

こ

と

は

あ

り

ま

し

た

か

？

キ

ツ

ネ

：

私

は

理

系

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

周

り

に

国

家

総

合

職

を

志

望

す

る

人

が

本

当

に

い

な

く

て

、

「

な

ん

で

？

」

「

大

学

院

に

進

学

し

な

い

の

？

」

と

不

思

議

が

ら

れ

る

こ

と

が

多

か

っ

た

で

す

。

な

ぜ

公

務

員

を

目

指

す

の

か

を

、

周

り

に

ひ

た

す

ら

説

明

す

る

日

々

で

し

た

ね

。

孤

独

感

は

あ

り

ま

し

た

。

メ

ン

ダ

コ

：

す

ご

く

分

か

り

ま

す

！

私

も

理

系

な

の

で

、

飲

み

会

で

教

授

陣

に

囲

ま

れ

て

「

な

ぜ

院

進

し

な

い

ん

だ

！

」

と

説

得

さ

れ

た

経

験

が

あ

り

ま

す

（

笑

）

。

特

に

地

方

だ

と

、

地

元

に

根

付

い

た

就

職

を

選

ぶ

人

が

多

い

分

、

国

家

公

務

員

を

目

指

す

仲

間

を

見

つ

け

る

の

は

難

し

い

で

す

よ

ね

。

カ

ピ

バ

ラ

： 

確

か

に

、

僕

の

周

り

に

も

国

総

志

望

は

実

質

ゼ

ロ

で

し

た

ね

。

ナ

マ

ケ

モ

ノ

： 

僕

も

環

境

省

志

望

は

ゼ

ロ

で

し

た

。

他

の

省

庁

を

目

指

す

人

は

何

人

か

い

ま

し

た

が

。

メ

ン

ダ

コ

：

そ

う

い

う

環

境

で

国

総

を

目

指

し

た

皆

さ

ん

は

本

当

に

す

ご

い

と

思

い

地

方

出

身

者

の

強

み

と

リ

ア

ル

な

悩

み

ま

す

。

で

は

逆

に

、

地

方

出

身

だ

っ

た

か

ら

こ

そ

「

こ

れ

が

メ

リ

ッ

ト

だ

っ

た

」

と

感

じ

る

こ

と

は

あ

り

ま

し

た

か

？

カ

ピ

バ

ラ

：

志

望

動

機

に

具

体

性

と

説

得

力

を

持

た

せ

や

す

か

っ

た

点

で

す

。

私

は

滋

賀

県

出

身

な

の

で

、

滋

賀

県

で

の

環

境

学

習

の

経

験

を

話

す

こ

と

で

、

な

ぜ

環

境

問

題

に

関

心

を

持

つ

よ

う

に

な

っ

た

の

か

を

、

自

分

な

ら

で

は

の

ス

ト

ー

リ

ー

と

し

て

語

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

都

市

部

出

身

の

人

に

は

な

い

強

み

だ

と

思

い

ま

す

。

メ

ン

ダ

コ

：

私

も

長

野

で

の

経

験

、

例

え

ば

人

と

人

と

の

繋

が

り

の

中

で

見

え

て

き

た

地

域

の

課

題

感

を

、

自

分

な

り

の

言

葉

で

具

体

的

に

話

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

あ

る

意

味

、

「

現

場

」

が

近

い

と

い

う

の

は

メ

リ

ッ

ト

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

キ

ツ

ネ

：

あ

と

、

私

に

と

っ

て

は

官

庁

訪

問

の

期

間

そ

の

も

の

が

「

非

日

常

」

だ

っ

た

の

で

、

そ

の

緊

張

感

で

最

後

ま

で

走

り

切

れ

た

と

い

う

側

面

は

あ

り

ま

す

。

も

し

実

家

か

ら

通

っ

て

い

た

ら

、

家

に

帰

っ

た

瞬

間

に

緊

張

の

糸

が

切

れ

て

し

ま

っ

て

い

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

ナ

マ

ケ

モ

ノ

：

僕

も

そ

の

「

非

日

常

感

」

は

楽

し

め

ま

し

た

ね

。

霞

が

関

が

ど

ん

な

所

か

も

知

ら

ず

に

来

て

、

「

う

わ

、

全

部

ビ

ル

だ

！

」

っ

て

感

動

し

た

り

（

笑

）

新

鮮

な

気

持

ち

で

臨

め

た

の

は

良

か

っ

た

点

で

す

。

あ

と

は

、

関

西

弁

を

話

す

だ

け

で

覚

え

て

も

ら

い

や

す

な

ぜ

、

地

元

を

離

れ

て

霞

が

関

へ

？ 

-
 

私

た

ち

の

キ

ャ

リ

ア

観 
-

な

ぜ

地

元

や

ゆ

か

り

の

あ

る

土

地

を

離

れ

て

、

東

京

が

主

な

勤

務

地

と

な

る

国

家

公

務

員

を

目

指

そ

う

と

思

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

？

キ

ャ

リ

ア

を

考

え

る

上

で

、

大

き

な

決

断

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

ナ

マ

ケ

モ

ノ

：

僕

は

正

直

に

言

う

と

、

「

民

間

企

業

は

向

い

て

い

な

い

な

」

と

感

じ

た

の

が

大

き

い

で

す

ね

。

も

ち

ろ

ん

民

間

の

方

が

稼

げ

る

と

い

う

の

は

分

か

っ

て

い

る

ん

で

す

が

、

お

金

を

稼

ぐ

こ

と

よ

り

も

、

大

き

な

視

点

で

社

会

に

貢

献

す

る

よ

う

な

「

や

り

が

い

」

の

方

に

自

分

の

軸

が

あ

り

ま

し

た

。

お

金

が

第

一

だ

っ

た

ら

、

き

っ

と

公

務

員

は

選

ん

で

い

な

い

。

こ

の

価

値

観

は

、

多

く

の

国

総

志

望

者

と

共

通

し

て

い

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

働

く

場

所

に

つ

い

て

は

、

あ

ま

り

こ

だ

わ

り

が

な

か

っ

た

で

す

ね

。

メ

ン

ダ

コ

： 

地

方

出

身

者

な

ら

で

は

の

メ

リ

ッ

ト

・

デ

メ

リ

ッ

ト

が

見

え

て

き

ま

し

た

が

、

そ

も

そ

も

皆

さ

ん

は

、

メ

ン

ダ

コ

：

「

や

り

た

い

こ

と

」

が

勤

務

地

よ

り

も

優

先

さ

れ

た

、

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

私

も

同

じ

で

、

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

を

突

き

詰

め

て

い

っ

た

ら

、

そ

の

場

所

が

た

ま

た

ま

国

家

公

務

員

と

い

う

フ

ィ

ー

ル

ド

だ

っ

た

、

と

い

う

感

覚

で

す

。

キ

ツ

ネ

： 

私

は

生

ま

れ

て

か

ら

ず

っ

と

大

阪

で

、

外

に

出

た

こ

と

が

な

か

っ

た

の

で

、

も

の

す

ご

く

迷

い

ま

し

た

。

実

家

も

大

阪

で

す

し

、

長

女

な

の

で

、

地

元

を

離

れ

る

こ

と

へ

の

不

安

や

た

め

ら

い

が

な

か

っ

た

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

大

阪

の

近

畿

～

～

局

の

よ

う

な

選

択

肢

も

考

え

ま

し

た

。

で

も

、

最

終

的

に

は

「

総

合

職

と

し

て

大

き

な

仕

事

が

し

た

い

」

と

い

う

気

持

ち

が

勝

ち

ま

し

た

ね

。

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

を

実

現

で

き

る

場

所

は

ど

こ

か

、

と

考

え

た

結

果

で

し

た

。
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事

に

し

て

ほ

し

い

で

す

。

メ

ン

ダ

コ

：

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

私

か

ら

は

、

「

オ

ン

ラ

イ

ン

説

明

会

で

勇

気

を

出

し

て

顔

を

出

す

」

こ

と

を

勧

め

た

い

で

す

。

み

ん

な

が

カ

メ

ラ

を

オ

フ

に

し

て

い

る

と

、

自

分

も

オ

フ

に

し

が

ち

で

す

が

、

そ

こ

で

一

人

だ

け

顔

を

出

せ

ば

、

き

っ

と

覚

え

て

も

ら

え

ま

す

。

私

は

そ

れ

が

で

き

ず

に

後

悔

し

た

の

で

、

ぜ

ひ

挑

戦

し

て

ほ

し

い

で

す

。

そ

し

て

、

説

明

会

で

得

た

知

識

は

、

官

庁

訪

問

で

の

デ

ィ

ー

プ

な

議

論

に

繋

が

る

貴

重

な

財

産

に

な

り

ま

す

。

地

方

と

い

う

ハ

ン

デ

を

恐

れ

ず

、

使

え

る

ツ

ー

ル

は

全

て

使

っ

て

、

自

信

を

持

っ

て

臨

ん

で

く

だ

さ

い

。

本

日

は

、

貴

重

な

お

話

を

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

今

回

の

座

談

会

が

、

地

方

か

ら

環

境

省

を

目

指

す

皆

さ

ん

の

不

安

を

少

し

で

も

解

消

し

、

一

歩

踏

み

出

す

き

っ

か

け

と

な

れ

ば

幸

い

で

す

。

カ

ピ

バ

ラ

：

官

庁

訪

問

が

始

ま

る

ま

で

に

で

き

る

最

も

重

要

な

こ

と

は

、

「

顔

を

覚

え

て

も

ら

う

こ

と

」

に

尽

き

る

と

思

い

ま

す

。

対

面

や

オ

ン

ラ

イ

ン

の

説

明

会

、

イ

ベ

ン

ト

な

ど

に

積

極

的

に

参

加

し

て

、

自

分

と

い

う

存

在

を

知

っ

て

も

ら

う

努

力

を

す

る

こ

と

が

、

後

々

大

き

な

ア

ド

バ

ン

テ

ー

ジ

に

な

る

と

感

じ

ま

し

た

。

キ

ツ

ネ

： 

私

は

、

「

素

の

自

分

で

い

る

こ

と

」

が

一

番

大

切

だ

と

思

い

ま

す

。

私

は

説

明

会

に

ほ

と

ん

ど

参

加

せ

ず

、

知

識

ゼ

ロ

の

状

態

で

官

庁

訪

問

に

臨

み

ま

し

た

が

、

「

そ

れ

は

何

で

す

か

？

」

と

素

直

に

質

問

す

る

こ

と

で

、

職

員

の

方

も

丁

寧

に

教

え

て

く

れ

ま

し

た

。

取

り

繕

う

の

で

は

な

く

、

あ

り

の

ま

ま

の

自

分

で

ぶ

つ

か

っ

て

い

く

の

が

良

い

と

思

い

ま

す

。

あ

と

は

、

何

か

一

つ

「

技

」

を

持

っ

て

お

く

と

い

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

私

の

場

合

は

、

普

段

は

標

準

語

で

話

し

て

お

い

て

、

「

関

西

出

身

で

す

」

と

言

わ

れ

た

瞬

間

に

コ

テ

コ

テ

の

関

西

弁

を

出

す

「

後

出

し

関

西

弁

」

で

、

場

を

盛

り

上

げ

て

い

ま

し

た

（

笑

）

。

ナ

マ

ケ

モ

ノ

： 

私

か

ら

は

二

つ

で

す

。

一

つ

は

、

「

睡

眠

を

し

っ

か

り

と

る

こ

と

」

当

た

り

前

で

す

が

、

体

調

管

理

が

全

て

の

基

本

で

す

。

も

う

一

つ

は

、

「

官

庁

訪

問

は

マ

ッ

チ

ン

グ

で

あ

る

」

と

い

う

意

識

を

持

つ

こ

と

。

省

庁

が

自

分

を

選

ぶ

だ

け

で

な

く

、

自

分

も

省

庁

を

選

ん

で

い

る

ん

だ

と

い

う

気

持

ち

で

、

「

本

当

に

こ

こ

で

い

い

の

か

？

」

と

常

に

自

問

自

答

す

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

特

に

地

方

の

学

生

は

、

オ

ン

ラ

イ

ン

の

情

報

だ

け

で

判

断

し

が

ち

で

す

が

、

実

際

に

霞

が

関

に

来

て

感

じ

る

雰

囲

気

や

フ

ィ

ー

リ

ン

グ

を

大

カ

ピ

バ

ラ

： 

僕

も

関

西

へ

の

愛

着

は

強

か

っ

た

の

で

、

地

元

に

残

り

た

い

気

持

ち

は

あ

り

ま

し

た

。

で

も

、

キ

ャ

リ

ア

を

考

え

た

時

に

、

勤

務

地

は

そ

こ

ま

で

優

先

順

位

が

高

く

な

か

っ

た

ん

で

す

。

「

や

り

た

い

こ

と

が

で

き

る

か

」

を

一

番

に

考

え

て

就

職

活

動

を

進

め

て

い

っ

た

結

果

、

国

家

公

務

員

と

い

う

道

に

た

ど

り

着

き

ま

し

た

。

こ

れ

か

ら

東

京

で

暮

ら

し

て

い

け

る

か

と

い

う

不

安

は

少

し

残

っ

て

い

ま

す

が

（

笑

）

、

自

分

の

選

択

に

納

得

し

て

い

ま

す

。

メ

ン

ダ

コ

： 

皆

さ

ん

、

地

元

へ

の

愛

着

や

葛

藤

を

抱

え

な

が

ら

も

、

最

終

的

に

は

「

や

り

た

い

仕

事

の

内

容

」

を

優

先

し

て

、

霞

が

関

と

い

う

舞

台

を

選

ん

だ

の

で

す

ね

。

地

元

を

離

れ

る

か

ら

こ

そ

、

そ

の

土

地

に

間

接

的

に

貢

献

し

た

い

と

い

う

気

持

ち

も

、

仕

事

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

な

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

後

輩

た

ち

へ

伝

え

た

い

教

訓

メ

ン

ダ

コ

： 

そ

れ

で

は

最

後

に

、

こ

れ

か

ら

環

境

省

を

目

指

す

地

方

の

後

輩

た

ち

へ

、

教

訓

と

し

て

伝

え

た

い

こ

と

を

一

人

ず

つ

お

願

い

し

ま

す

。
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志
望
動
機

マッコウクジラ

「

人

の

命

と

環

境

を

守

る

」

と

い

う

コ

ア

・

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

」

を

政

策

の

最

上

位

目

標

に

据

え

て

い

る

こ

と

に

非

常

に

共

感

し

ま

し

た

。

ま

た

、

環

境

省

は

「

福

島

復

興

に

最

後

ま

で

取

り

組

み

続

け

る

省

庁

」

だ

と

い

う

職

員

さ

ん

の

言

葉

に

感

銘

を

受

け

た

こ

と

も

あ

り

、

環

境

省

を

志

望

し

ま

し

た

。

意
識
し
た
こ
と
は
？

職

員

の

方

に

添

削

し

て

も

ら

う

中

で

、

ち

ょ

っ

と

指

摘

を

受

け

た

と

こ

ろ

と

か

を

す

ぐ

に

変

え

て

ま

し

た

。

添
削
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
は
？

う

ー

ん

、

週5
0

時

間

ぐ

ら

い

働

い

て

た

の

も

あ

っ

て

、

じ

っ

く

り

書

く

時

間

が

な

か

っ

た

の

で

。

も

う

ほ

ぼ

一

発

勝

負

み

た

い

な

感

じ

で

し

た

。

職

員

の

方

に

見

て

い

た

だ

い

た

と

き

の

一

回

で

す

。

参
考
に
し
た
も
の
は
？

去

年

も

官

庁

訪

問

し

た

ん

で

、

去

年

自

分

が

書

い

た

も

の

を

あ

る

程

度

参

考

に

し

ま

し

た

。

大

き

な

違

い

は

な

い

ん

で

す

け

ど

、

去

年

よ

り

も

っ

と

、

非

市

場

的

な

価

値

を

守

る

み

た

い

な

と

こ

ろ

に

重

点

を

置

き

ま

し

た

。

僕

の

場

合

は

、

書

く

こ

と

を

変

え

た

と

い

う

よ

り

は

、

喋

り

方

を

し

た

か

な

と

思

い

ま

す

。

内

容

は

あ

ん

ま

り

変

わ

っ

て

な

い

か

も

し

れ

な

い

で

す

。

の
作
り
方

私

は

子

供

が

幸

せ

に

暮

ら

せ

、

希

望

を

持

て

る

社

会

を

作

り

た

い

っ

て

い

う

の

で

、

三

省

庁

の

全

部

。

こ

れ

を

軸

を

志

望

動

機

を

書

い

て

て

。

そ

れ

に

加

え

て

環

境

省

に

行

っ

て

具

体

的

に

行

き

た

い

理

由

と

か

、

具

体

的

に

ど

う

い

う

こ

と

を

や

り

た

い

か

っ

て

い

う

の

を

書

い

て

ま

し

た

。

子

供

が

幸

せ

に

暮

ら

せ

る

よ

う

な

希

望

を

持

て

る

社

会

を

作

り

た

い

っ

て

い

う

理

由

と

、

環

境

省

に

行

き

た

い

理

由

。

両

方

に

原

体

験

と

紐

付

け

る

よ

う

に

書

き

ま

し

た

。

人

々

の

生

活

が

壊

さ

れ

る

の

を

防

ぎ

た

い

、

生

活

を

守

り

た

い

っ

て

と

こ

ろ

を

軸

に

し

た

の

で

、

戦

争

を

防

い

だ

り

、

気

候

変

動

に

よ

る

災

害

や

原

発

事

故

を

防

ぎ

た

い

っ

て

い

う

こ

と

を

志

望

動

機

に

書

き

ま

し

た

。

アンテロープ

意
識
し
た
こ
と
は
？

自

分

の

ス

ト

ー

リ

ー

が

わ

か

り

や

す

い

こ

と

と

、

あ

と

は

自

分

が

そ

の

物

理

と

公

共

政

策

を

学

ん

で

い

る

か

ら

、

今

ま

で

の

経

験

が

ど

う

い

う

ふ

う

に

活

か

せ

る

か

っ

て

い

う

と

こ

ろ

を

盛

り

込

む

こ

と

を

意

識

し

ま

し

た

。

添
削
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
は
？

と

く

に

し

て

も

ら

っ

て

な

い

で

す

。

参
考
に
し
た
も
の
は
？

説

明

会

や

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

の

資

料

で

す

。

あ

と

は

勉

強

会

の

先

輩

が

残

し

て

く

れ

た

資

料

が

あ

っ

た

の

で

、

そ

れ

を

参

考

に

し

ま

し

た

。
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私

の

志

望

動

機

は

、

多

様

な

関

係

者

を

巻

き

込

み

な

が

ら

、

仕

組

み

づ

く

り

や

ル

ー

ル

メ

イ

キ

ン

グ

と

い

っ

た

形

で

誰

か

が

や

ら

な

け

れ

ば

い

け

な

い

環

境

課

題

に

真

正

面

か

ら

取

り

組

み

、

未

来

世

代

に

美

し

い

日

本

の

環

境

を

継

承

し

て

い

き

た

い

と

い

う

こ

と

で

す

。

国

家

公

務

員

を

志

望

し

た

動

機

は

、

公

益

性

の

高

い

仕

事

が

し

た

か

っ

た

か

ら

で

す

。

海

外

を

い

ろ

い

ろ

見

て

回

っ

た

経

験

や

、

自

分

の

バ

ッ

ク

グ

ラ

ウ

ン

ド

も

踏

ま

え

て

、

自

分

の

国

で

あ

る

日

本

が

好

き

で

、

日

本

の

た

め

に

働

き

た

い

と

思

う

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

国

際

社

会

の

平

和

と

安

定

に

尽

力

し

た

い

と

い

う

の

が

あ

り

ま

し

た

。

意
識
し
た
こ
と
は
？

①

仕

組

み

づ

く

り

や

ル

ー

ル

メ

イ

キ

ン

グ

で

環

境

課

題

に

取

り

組

み

た

い

、

未

来

世

代

に

美

し

い

日

本

の

環

境

を

継

承

し

て

い

き

た

い

、

②

自

分

の

国

で

あ

る

日

本

の

た

め

に

、

公

益

性

の

高

い

仕

事

が

し

た

い

、

③

国

際

社

会

の

平

和

と

安

定

に

尽

力

し

た

い

と

い

う

三

つ

の

軸

に

も

合

致

す

る

こ

と

を

意

識

し

な

が

ら

書

く

よ

う

に

は

し

て

い

ま

し

た

。

添
削
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
は
？

納

得

で

き

る

ま

で

練

っ

て

、

一

発

で

書

き

ま

し

た

。

で

も

、

実

際

に

官

庁

訪

問

中

に

職

員

さ

ん

と

お

話

し

し

て

い

く

中

で

、

話

す

志

望

動

機

は

少

し

ず

つ

軌

道

修

正

さ

れ

て

た

か

な

っ

て

思

い

ま

す

。

参
考
に
し
た
も
の
は
？

環

境

省

の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

や

、

説

明

会

で

聞

い

た

お

話

が

中

心

で

し

た

。

パンダ
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しばいぬ

意
識
し
た
こ
と
は
？

自

分

し

か

な

い

体

験

を

書

き

た

い

な

っ

て

思

っ

て

て

。

例

え

ば

他

省

庁

で

は

原

体

験

っ

て

言

葉

を

よ

く

言

わ

れ

て

て

。

そ

れ

っ

て

な

ん

か

、

自

分

に

し

か

な

い

強

み

だ

か

ら

、

他

の

人

に

は

絶

対

に

な

い

と

こ

ろ

だ

と

思

っ

て

。

例

え

ば

「

安

全

安

心

に

暮

ら

す

」

み

た

い

な

キ

ー

ワ

ー

ド

は

多

分

い

ろ

ん

な

人

が

出

す

と

思

う

の

で

。

そ

れ

を

説

明

す

る

た

め

の

自

分

に

し

か

で

き

な

い

こ

と

っ

て

い

う

と

こ

ろ

を

す

ご

く

意

識

し

て

自

分

に

し

か

出

せ

な

い

言

葉

だ

っ

た

り

、

自

分

に

し

か

で

き

な

い

、

や

っ

て

な

い

経

験

っ

て

い

う

と

こ

ろ

を

書

く

っ

て

い

う

の

は

結

構

意

識

し

て

い

ま

し

た

。

添
削
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
は
？

私

、

環

境

省

の

添

削

は

友

達

に

お

願

い

し

て

ま

し

た

。

環

境

省

を

受

け

る

技

術

系

の

友

達

が

い

た

り

の

で

、

そ

の

技

術

系

の

人

と

お

互

い

に

見

合

っ

て

ま

し

た

。

あ

と

は

、

こ

の

安

全

安

心

な

暮

ら

し

っ

て

い

う

と

こ

ろ

は

、

農

水

省

の

職

員

の

方

に

志

望

動

機

を

見

て

い

た

だ

い

た

と

き

に

出

て

き

た

キ

ー

ワ

ー

ド

を

、

環

境

省

バ

ー

ジ

ョ

ン

に

自

分

の

中

で

落

と

し

込

ん

で

い

た

っ

て

い

う

感

じ

で

し

た

。

参
考
に
し
た
も
の
は
？

と

く

に

は

、

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

私

は

、

誰

も

が

安

全

安

心

に

暮

ら

し

、

未

来

へ

希

望

を

持

て

る

社

会

を

キ

ー

ワ

ー

ド

に

、

農

林

水

産

省

、

環

境

省

、

文

部

科

学

省

の

三

省

庁

を

回

っ

て

て

。

そ

の

中

で

、

安

全

安

心

と

い

う

と

こ

ろ

を

守

る

た

め

に

は

生

活

の

基

盤

と

な

る

自

然

資

本

を

守

っ

て

い

っ

て

、

そ

れ

を

将

来

世

代

に

し

っ

か

り

引

き

つ

い

て

い

く

こ

と

が

大

事

で

す

よ

ね

っ

て

い

う

話

を

自

分

の

経

験

と

結

び

つ

け

て

話

し

て

ま

し

た

。

あ

と

は

今

は

環

境

の

話

を

考

え

る

と

き

は

、

環

境

の

話

だ

け

で

ば

考

え

ら

れ

な

く

て

、

社

会

の

問

題

だ

っ

た

り

、

経

済

の

問

題

っ

て

い

う

と

こ

ろ

も

一

緒

に

考

え

て

い

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

っ

て

い

う

中

で

、

環

境

省

の

や

っ

て

る

活

動

が

今

す

ご

く

、

こ

こ

に

合

致

し

て

い

る

！

っ

て

感

じ

た

の

で

、

環

境

省

を

志

望

し

ま

し

た

。

あ

と

安

全

安

心

と

い

う

と

、

そ

れ

に

携

わ

る

省

庁

は

多

い

と

思

う

ん

で

す

け

ど

、

自

分

が

や

り

た

い

の

は

、

国

交

省

の

イ

ン

フ

ラ

と

か

の

お

話

で

だ

っ

た

り

、

文

科

省

の

教

育

だ

っ

た

り

も

あ

る

意

味

イ

ン

フ

ラ

的

な

と

こ

ろ

が

あ

る

と

思

い

ま

し

た

。

そ

の

な

か

で

、

自

分

自

身

が

守

り

た

い

と

思

っ

た

の

は

、

自

然

環

境

や

人

の

命

で

、

さ

ら

に

プ

ラ

ス

し

て

社

会

的

な

イ

ン

フ

ラ

も

や

っ

て

み

た

い

と

思

っ

て

。

そ

こ

に

自

分

の

旅

行

経

験

だ

っ

た

り

、

自

分

の

な

ん

で

そ

う

思

う

の

か

っ

て

い

う

具

体

的

な

経

験

だ

っ

た

り

と

結

び

つ

け

て

話

し

て

ま

し

た

。

な

の

で

、

そ

の

誰

も

が

安

全

に

暮

ら

す

未

来

へ

の

希

望

を

持

っ

て

い

る

社

会

と

い

う

と

こ

ろ

と

、

本

当

に

環

境

問

題

を

環

境

問

題

以

外

の

と

こ

ろ

か

ら

も

考

え

て

い

る

と

こ

ろ

に

理

念

に

共

感

し

て

い

ま

す

、

と

い

う

お

話

し

を

し

て

い

ま

し

た

。
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内
定
者
の

志
望
動
機

国
民
が
環
境
問
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
る
社
会
を
作
り

た
い
。
高
校
生
の
時
、
環
境
問
題
に
関
心
を
抱
き
、
大
学
で

は
海
岸
清
掃
や
企
業
・
行
政
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、

人
々
の
環
境
意
識
に
は
明
確
な
個
人
差
が
あ
り
、
課
題
に
対

す
る
温
度
感
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
や
「
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
環
境
問
題
は
企
業

活
動
に
よ
る
外
部
不
経
済
の
影
響
が
大
き
い
が
、
一
方
で
国

民
個
人
の
意
識
が
変
容
す
る
こ
と
で
企
業
活
動
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
企
業
と
消

費
者
の
双
方
を
巻
き
込
ん
で
仕
事
を
し
た
い
。
具
体
的
に
は

地
方
自
治
体
と
協
同
し
、
生
物
多
様
性
や
自
然
環
境
保
全
の

た
め
の
環
境
保
護
活
動
の
推
進
や
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
を
国
民
の

生
活
へ
と
繋
げ
る
こ
と
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題
に

関
し
て
、
国
際
交
渉
を
通
じ
世
界
と
日
本
の
結
節
点
を
構
築

し
国
民
に
地
球
規
模
の
社
会
課
題
に
お
け
る
認
知
の
拡
大
や

専
門
家
共
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
人
体
へ
の
影
響
を

解
明
し
た
い
。

大
学
で
の
研
究
や
課
外
活
動
を
通
じ
て
、
公
害
が
過
去
の
問

題
で
は
な
い
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
環
境
や
景
観
と
い
っ
た

非
市
場
的
価
値
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
人
の
命
と
環
境
を
守
る
」
と
い
う
環
境
省

の
使
命
に
共
感
し
、
人
々
が
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
環
境
を

後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
第
六
次
環
境

基
本
計
画
に
お
い
て
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
環
境
政
策

の
最
上
位
目
標
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
環
境
省
な
ら

ば
新
た
な
成
長
の
軸
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
以

上
の
理
由
か
ら
、
私
は
本
年
度
も
環
境
省
を
志
望
す
る
。

環
境
省
に
入
省
し
た
場
合
、
福
島
復
興
や
公
害
対
策
、
地
球

温
暖
化
対
策
等
の
政
策
に
携
わ
る
こ
と
で
、
人
々
が
安
心
し

て
生
き
ら
れ
る
環
境
を
維
持
し
て
い
く
と
共
に
、
国
民
一
人

一
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
都
市
緑

化
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
、
自
然
環
境
の
持
つ
価
値
を
引
き

出
す
政
策
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

幼
少
期
に
不
法
投
棄
の
現
場
を
目
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
国
民
一
人
一
人
が
環
境
問
題
に
主
体
的
に
取
り
組
み
た

く
な
る
社
会
を
実
現
し
た
い
と
考
え
、
貴
省
を
志
望
し
ま
し

た
。 

そ
の
経
験
か
ら
、
社
会
に
お
い
て
ル
ー
ル
は
作
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
一
方
で
、
ル
ー
ル
が
適
切
に
運
用
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
だ
と
痛
感
し
、
将
来
は
法
律
の
制
定
や

運
用
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
規

制
を
行
う
一
方
で
、
国
民
や
企
業
に
対
し
、
環
境
に
配
慮
す

る
よ
う
な
行
動
を
働
き
か
け
る
よ
う
な
制
度
設
計
が
で
き
る

こ
と
に
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
の
ゼ
ミ
で
、
気
候

変
動
対
策
は
節
電
な
ど
に
個
人
規
模
で
取
り
組
む
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
や
国
と
い
っ
た
大
き
な
枠
組
み
で
の
目
標
設
定

と
実
行
が
不
可
欠
だ
と
学
び
ま
し
た
。
私
は
、
射
撃
部
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
培
っ
た
傾
聴
力
と
調
整
力
を
活
か
し
て
、

環
境
問
題
と
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
よ
う
な
ル
ー
ル
づ
く

り
に
携
わ
り
、
国
民
全
員
が
環
境
問
題
を
自
分
ご
と
と
し
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
職
務
に
励
み
た
い
と
考
え
ま
す
。
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日
本
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
将
来
世
代
へ
こ
の
環
境

を
繋
い
で
い
く
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
環
境
省
を
志
望
す

る
。
里
山
保
全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
出
会
っ
た
子
供
達

の
姿
に
少
年
時
代
の
自
分
を
重
ね
る
う
ち
、
人
々
の
心
や
思

い
出
を
彩
る
環
境
の
価
値
を
、
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
環
境
が
、
地
球
温
暖
化
や
環
境

汚
染
に
よ
っ
て
過
去
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
未
来
へ
継

承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
広
大
な
自
然

環
境
を
将
来
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
意
欲
の
あ
る

人
々
だ
け
で
は
な
く
、
保
護
に
関
心
が
な
い
人
々
も
含
め

た
、
よ
り
多
く
の
人
々
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
積
み
重
ね

が
不
可
欠
だ
と
、
里
山
保
全
活
動
等
を
通
し
て
痛
感
し
た
。

貴
省
に
て
、
私
は
、
環
境
に
優
し
い
行
動
が
容
易
に
実
行
で

き
正
当
に
評
価
さ
れ
る
社
会
の
基
盤
を
、
旗
振
り
役
と
し

て
、
ま
た
、
伴
走
者
と
し
て
、
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
。
そ

れ
に
よ
り
、
環
境
に
良
い
行
為
が
経
済
的
な
機
会
創
出
や
社

会
課
題
解
決
に
も
繋
が
る
と
い
う
見
通
し
が
立
ち
、
結
果
と

し
て
、
環
境
保
護
に
関
心
が
な
い
人
々
を
含
む
多
様
な
人
々

の
自
発
的
な
行
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。     

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
環
境
と
経
済
の
両
立
を

制
度
的
に
支
え
る
政
策
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
、
環
境
省
を
志

望
し
ま
す
。
特
に
、
炭
素
に
価
格
を
つ
け
て
排
出
削
減
を
促
す

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
や
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
経
済
的
価

値
を
認
め
、
受
益
者
負
担
を
実
現
す
るPES

（
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
へ
の
支
払
い
）
と
い
っ
た
制
度
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、
環
境
の
外
部
性
に
着
目
し
、
そ
の
是
正
を
通

じ
て
人
間
活
動
と
自
然
環
境
の
調
和
を
目
指
す
重
要
な
仕
組
み

で
す
。
私
は
、
な
ぜ
環
境
保
全
が
進
ま
な
い
の
か
、
ど
う
す
れ

ば
こ
の
状
況
を
突
破
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
に
関
心
を
持

ち
、
大
学
で
は
環
境
経
済
学
を
学
び
ま
し
た
。
外
部
性
の
理
論

や
制
度
設
計
の
在
り
方
を
学
ぶ
中
で
、
政
策
に
よ
る
適
切
な
介

入
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
省
の
説
明
会
で

は
、「
他
省
庁
と
調
整
」
を
行
い
つ
つ
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
環

境
政
策
の
実
現
を
牽
引
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
ら
の
関
心

を
実
務
に
活
か
せ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
入
省
後
は
、
自
治
体
や

関
係
者
と
協
働
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
たCP

やPES

の
制

度
設
計
・
普
及
、
並
び
に
省
庁
の
壁
を
越
え
た
政
策
実
現
に
携

わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※Chat GPTで添削済。
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メンバー

官
庁
訪
問

パンダ

て

み

た

い

と

思

っ

て

い

ま

し

た

。

業

務

内

容

だ

け

で

な

く

、

そ

う

し

た

個

人

の

価

値

観

や

選

択

の

背

景

に

触

れ

る

こ

と

が

、

自

分

の

迷

い

を

晴

ら

す

上

で

と

て

も

参

考

に

な

り

ま

し

た

ね

。

し

ば

い

ぬ

：

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

で

は

、

そ

の

官

庁

訪

問

に

向

け

て

、

皆

さ

ん

は

ど

ん

な

も

の

を

「

参

考

に

」

し

ま

し

た

か

？

しばいぬ

マッコウクジラ

パ

ン

ダ

：

今

回

は

、

こ

れ

か

ら

官

庁

訪

問

に

臨

む

後

輩

の

皆

さ

ん

の

た

め

に

、

私

た

ち

の

経

験

を

ざ

っ

く

ば

ら

ん

に

お

話

し

で

き

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

早

速

で

す

が

、

皆

さ

ん

は

官

庁

訪

問

に

ど

ん

な

「

期

待

」

を

持

っ

て

臨

み

ま

し

た

か

？

あ

る

い

は

、

ど

ん

な

話

が

聞

き

た

か

っ

た

で

す

か

？

し

ば

い

ぬ

：

私

は

他

の

省

庁

の

説

明

会

に

か

な

り

参

加

し

て

い

た

の

で

、

官

庁

訪

問

で

聞

く

こ

と

が

な

く

な

っ

て

し

ま

う

の

で

は

、

と

い

う

懸

念

が

あ

り

ま

し

た

。

一

方

で

、

環

境

省

に

つ

い

て

は

ま

っ

さ

ら

な

状

態

で

臨

ん

だ

の

で

、

一

つ

一

つ

の

話

が

新

鮮

で

、

自

分

の

知

的

好

奇

心

が

満

た

さ

れ

て

い

く

の

を

感

じ

ま

し

た

。

職

員

の

方

の

お

話

か

ら

連

想

ゲ

ー

ム

の

よ

う

に

次

々

と

疑

問

が

湧

い

て

き

て

、

そ

れ

を

ぶ

つ

け

る

こ

と

で

理

解

が

深

ま

っ

て

い

く

プ

ロ

セ

ス

が

、

と

て

も

有

意

義

で

し

た

ね

。 

ア

ン

テ

ロ

ー

プ

：

私

も

し

ば

い

ぬ

さ

ん

と

似

て

い

ま

す

。

他

の

省

庁

に

つ

い

て

は

説

明

会

や

大

学

の

授

業

で

あ

る

程

度

の

知

識

が

あ

り

ま

し

た

が

、

環

境

省

に

つ

い

て

は

未

知

の

部

分

が

多

く

、

純

粋

な

好

奇

心

を

持

っ

て

臨

め

ま

し

た

。

様

々

な

分

野

の

第

一

線

で

活

躍

さ

れ

て

い

る

プ

ロ

フ

ェ

ッ

シ

ョ

ナ

ル

な

方

々

に

、

こ

れ

ま

で

抱

い

て

い

た

疑

問

を

直

接

ぶ

つ

け

ら

れ

る

こ

と

を

楽

し

み

に

し

て

い

ま

し

た

。

アンテロープ

官

庁

訪

問

へ

の

期

待

と

準

備

ク

ジ

ラ

： 

私

は

前

年

度

も

官

庁

訪

問

を

経

験

し

て

い

た

の

で

、

「

去

年

は

聞

け

な

か

っ

た

話

を

聞

き

た

い

」

と

い

う

思

い

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

官

庁

訪

問

は

職

員

の

方

だ

け

で

な

く

、

同

じ

志

を

持

つ

他

の

学

生

と

交

流

で

き

る

貴

重

な

機

会

で

も

あ

り

ま

す

。

普

段

な

か

な

か

話

す

機

会

の

な

い

、

多

様

な

バ

ッ

ク

グ

ラ

ウ

ン

ド

を

持

つ

学

生

た

ち

と

の

待

ち

時

間

の

会

話

は

、

大

き

な

刺

激

に

な

り

ま

し

た

。

パ

ン

ダ

： 

私

は

官

庁

訪

問

三

日

目

に

環

境

省

を

訪

れ

た

の

で

、

そ

れ

ま

で

他

の

省

庁

と

で

気

持

ち

が

揺

れ

て

い

る

部

分

が

あ

り

ま

し

た

。

で

す

の

で

、

職

員

の

方

ご

自

身

が

、

学

生

時

代

に

ど

ん

な

省

庁

を

併

願

し

て

い

て

、

最

終

的

に

「

何

が

決

め

手

で

環

境

省

を

選

ん

だ

の

か

」

と

い

う

、

キ

ャ

リ

ア

選

択

の

リ

ア

ル

な

話

を

聞

い

私

は

、

正

直

に

言

う

と

、

事

前

に

何

か

を

深

く

読

み

込

ん

だ

と

い

う

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

読

ん

で

大

枠

を

掴

み

、

あ

と

は

訪

問

中

に

気

に

な

っ

た

こ

と

を

、

白

書

や

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

深

掘

り

し

て

い

く

ス

タ

イ

ル

で

し

た

。

知

識

を

詰

め

込

む

よ

り

、

現

場

で

吸

収

す

る

こ

と

を

重

視

し

て

い

ま

し

た

ね

。

パ

ン

ダ

：

私

は

昨

年

度

の

「

内

定

者

の

声

」

を

か

な

り

読

み

込

み

ま

し

た

。

官

庁

訪

問

の

プ

ロ

セ

ス

や

、

内

定

者

の

皆

さ

ん

が

「

何

が

決

め

手

に

な

っ

た

か

」

を

自

己

分

析

さ

れ

て

い

る

部

分

が

特

に

参

考

に

な

り

ま

し

た

ね

。

「

自

分

の

こ

う

い

う

部

分

を

ア

ピ

ー

ル

し

て

み

よ

う

」

と

い

う

戦

略

を

立

て

る

上

で

、

と

て

も

役

立

ち

ま

し

た

。

ア

ン

テ

ロ

ー

プ

：

私

も

内

定

者

の

声

や

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

に

加

え

、

大

学

の

学

部

の

先

輩

か

ら

直

接

お

話

を

聞

い

た

の

が

大

き

か

っ

た

で

す

。

ま

た

、

説

明

会

の

ア

ー

カ

イ

ブ

動

画

も

い

く

つ

か

視

聴

し

ま

し

た

。

リ

ア

ル

タ

イ

ム

で

参

加

で

き

な

く

て

も

、

後

か

ら

情

報

を

得

ら

れ

る

の

は

あ

り

が

た

か

っ

た

で

す

ね

。

※マッコウクジラはクジラ表記

秘
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パ

ン

ダ

：

説

明

会

へ

の

参

加

度

合

い

は

人

そ

れ

ぞ

れ

だ

っ

た

よ

う

で

す

が

、

参

加

し

て

い

な

く

て

も

不

利

に

な

る

こ

と

は

な

い

、

と

い

う

印

象

で

す

か

ね

。

し

ば

い

ぬ

：

そ

う

思

い

ま

す

。

も

ち

ろ

ん

参

加

し

て

い

れ

ば

、

よ

り

深

い

議

論

が

で

き

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

官

庁

訪

問

中

に

学

び

、

質

問

し

て

い

け

ば

大

丈

夫

だ

と

感

じ

ま

し

た

。

パ

ン

ダ

：

採

用

担

当

の

方

が

開

催

し

て

く

だ

さ

っ

た

「

採

用

担

当

が

語

る

官

庁

訪

問

の

ホ

ン

ト

・

ウ

ソ

」

と

い

う

企

画

も

印

象

的

で

し

た

。

そ

こ

で

「

白

書

を

隅

々

ま

で

読

み

込

む

必

要

は

な

い

」

と

い

う

お

話

を

聞

い

て

、

少

し

肩

の

力

が

抜

け

ま

し

た

（

笑

）

。

そ

う

い

っ

た

職

員

の

方

の

生

の

声

を

聞

け

る

場

は

貴

重

だ

と

思

い

ま

す

。

パ

ン

ダ

： 

官

庁

訪

問

は

、

職

員

の

方

々

と

直

接

対

話

で

き

る

の

が

最

大

の

魅

力

だ

と

思

い

ま

す

。

特

に

印

象

に

残

っ

て

い

る

お

話

は

あ

り

ま

す

か

？

官

庁

訪

問

中

の

心

に

残

っ

た

職

員

の

言

葉

ク

ジ

ラ

： 

私

は

国

家

公

務

員

一

本

で

、

も

し

ご

縁

が

な

け

れ

ば

大

学

院

に

進

も

う

と

考

え

て

い

ま

し

た

。

官

庁

訪

問

中

に

他

の

省

庁

も

訪

問

し

、

そ

ち

ら

の

仕

事

に

も

魅

力

を

感

じ

ま

し

た

が

、

最

終

的

に

は

「

最

初

に

や

り

た

か

っ

た

こ

と

は

何

か

」

と

い

う

原

点

に

立

ち

返

り

、

初

志

を

貫

き

ま

し

た

。

採

用

担

当

の

方

に

ず

っ

と

相

談

に

乗

っ

て

い

た

だ

い

て

い

た

の

で

、

最

後

に

握

手

が

で

き

た

時

は

本

当

に

嬉

し

か

っ

た

で

す

。

自

分

の

中

で

判

断

が

つ

か

な

い

こ

と

が

一

番

難

し

い

」

と

い

う

言

葉

が

印

象

的

で

し

た

。

ま

た

、

私

が

「

公

益

性

の

た

め

に

、

自

分

が

納

得

し

続

け

ら

れ

る

仕

事

を

し

た

い

」

と

お

伝

え

し

た

と

こ

ろ

、

多

く

の

職

員

が

同

じ

思

い

で

働

い

て

い

る

と

聞

き

、

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

上

が

り

ま

し

た

。

し

ば

い

ぬ

：

私

は

、

福

島

の

復

興

や

資

源

循

環

に

携

わ

っ

て

い

るN

さ

ん

の

お

話

が

忘

れ

ら

れ

ま

せ

ん

。

特

に

、

中

間

貯

蔵

土

壌

の

処

理

を

巡

る

裁

判

で

、

被

害

者

の

方

々

の

声

を

間

近

で

聞

い

た

経

験

に

つ

い

て

語

っ

て

く

だ

さ

っ

た

の

が

印

象

的

で

し

た

。

「

個

人

と

し

て

は

心

が

痛

む

。

で

も

、

公

的

な

立

場

と

し

て

す

ぐ

に

全

て

を

約

束

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

」

と

い

う

葛

藤

の

お

話

か

ら

、

こ

の

仕

事

の

重

み

と

誠

実

さ

を

感

じ

ま

し

た

。

人

の

命

と

環

境

、

両

方

を

守

る

仕

事

の

原

点

を

垣

間

見

た

気

が

し

ま

す

。

パ

ン

ダ

： 

私

もN

さ

ん

の

お

話

は

感

動

し

ま

し

た

。

同

じ

く

ら

い

印

象

的

だ

っ

た

の

が

、

あ

る

職

員

の

方

が

「

自

分

の

正

義

を

貫

け

る

場

所

が

、

私

に

と

っ

て

は

環

境

省

だ

っ

た

」

と

お

っ

し

ゃ

っ

て

い

た

こ

と

で

す

。

自

分

の

正

義

と

は

何

か

、

深

く

考

え

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

秘

書

課

長

が

ご

自

身

の

キ

ャ

リ

ア

を

振

り

返

り

、

水

俣

病

に

長

く

関

わ

っ

て

こ

ら

れ

た

お

話

も

衝

撃

的

で

し

た

。

問

題

が

今

な

お

続

い

て

い

る

こ

と

、

そ

し

て

、

そ

れ

だ

け

一

つ

の

課

題

に

人

生

を

懸

け

て

向

き

合

う

キ

ャ

リ

ア

が

あ

る

の

だ

と

知

り

ま

し

た

。

ア

ン

テ

ロ

ー

プ

： 

私

も

秘

書

課

長

の

お

話

が

心

に

残

っ

て

い

ま

す

。

私

は

大

学

で

物

理

学

を

専

攻

し

て

い

た

の

で

、

「

科

学

的

知

見

」

を

仕

事

に

活

か

し

た

い

と

い

う

思

い

が

あ

り

ま

し

た

。

課

長

が

「

水

俣

病

も

、

も

っ

と

早

く

科

学

的

知

見

を

も

っ

て

対

応

で

き

て

い

れ

ば

」

と

お

話

し

さ

れ

て

い

る

の

を

聞

き

、

環

境

行

政

に

お

け

る

科

学

の

重

要

性

を

再

認

識

し

ま

し

た

。

同

時

に

、

最

終

的

に

は

人

と

人

と

の

関

わ

り

が

大

切

だ

と

い

う

熱

い

思

い

も

伺

い

、

「

環

境

省

な

ら

、

本

気

で

人

の

命

を

守

る

た

め

に

働

け

る

」

と

確

信

し

ま

し

た

。

私

が

環

境

省

を

選

ん

だ

理

由

（

変

化

と

決

め

手

）

し

ば

い

ぬ

： 

皆

さ

ん

は

、

他

の

省

庁

や

民

間

企

業

な

ど

も

併

願

し

て

い

ま

し

た

か

？

そ

の

中

で

、

最

終

的

に

環

境

省

を

選

ん

だ

「

決

め

手

」

は

何

で

し

た

か

？ 

私

は

農

林

水

産

省

や

文

部

科

学

省

の

訪

問

に

も

参

加

し

、

都

庁

か

ら

も

合

格

を

い

た

だ

い

て

い

ま

し

た

。

最

後

ま

で

悩

み

ま

し

た

が

、

決

め

手

は

「

仕

事

の

ス

ケ

ー

ル

や

分

野

の

魅

力

」

と

「

職

員

の

方

々

の

熱

意

」

で

す

。

公

害

や

福

島

復

興

と

い

っ

た

、

国

で

し

か

取

り

組

め

な

い

大

き

な

課

題

に

魅

力

を

感

じ

ま

し

た

し

、

お

会

い

し

た

職

員

の

方

々

が

皆

、

強

い

思

い

を

持

っ

て

働

か

れ

て

い

る

姿

に

心

を

打

た

れ

ま

し

た

。

ア

ン

テ

ロ

ー

プ

：

私

は

外

務

省

や

内

閣

府

も

訪

問

し

ま

し

た

。

も

と

も

と

「

子

ど

も

た

ち

の

未

来

を

守

り

た

い

」

と

い

う

思

い

か

ら

、

戦

争

や

災

害

を

防

ぐ

仕

事

に

関

心

が

あ

り

ま

し

た

が

、

そ

れ

ら

全

て

の

根

底

に

は

「

環

境

」

が

あ

る

、

と

官

庁

訪

問

を

通

じ

て

気

づ

き

ま

し

た

。

自

分

の

興

味

関

心

の

中

心

は

、

や

は

り

環

境

分

野

な

の

だ

と

再

認

識

で

き

た

こ

と

が

決

め

手

で

す

。

パ

ン

ダ

：

私

も

ア

ン

テ

ロ

ー

プ

さ

ん

と

似

た

併

願

先

で

し

た

。

私

の

軸

は

「

国

際

益

に

い

か

に

貢

献

で

き

る

か

」

と

い

う

点

で

し

た

。

他

省

庁

の

お

話

も

大

変

魅

力

的

で

し

た

が

、

国

益

が

主

軸

に

あ

る

と

感

じ

ま

し

た

。

も

ち

ろ

ん

そ

れ

も

非

常

に

重

要

で

す

が

、

環

境

問

題

の

よ

う

に

、

地

球

全

体

の

利

益

に

直

結

し

、

国

際

協

力

を

前

提

と

す

る

分

野

で

働

き

た

い

と

い

う

自

分

の

思

い

と

、

環

境

省

の

フ

ィ

ー

ル

ド

が

最

も

合

致

し

て

い

る

と

感

じ

、

心

が

決

ま

り

ま

し

た

。

ク

ジ

ラ

：G
X

推

進

機

構

のT

さ

ん

と

お

話

し

し

た

際

、

具

体

的

な

政

策

の

話

以

上

に

「

国

家

公

務

員

と

し

て

働

く

と

は

ど

う

い

う

こ

と

か

」

と

い

う

、

仕

事

の

根

幹

に

関

わ

る

お

話

が

心

に

残

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

中

で

、

「

最

初

の

う

ち

は

、

何

が

正

し

く

て

何

が

間

違

っ

て

い

気

に

な

る

ウ

ワ

サ

の

真

相

は

？
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ク

ジ

ラ

：

官

庁

訪

問

に

は

色

々

な

ウ

ワ

サ

が

あ

り

ま

す

よ

ね

。

例

え

ば

、

「

面

接

の

評

価

」

に

関

す

る

話

は

皆

さ

ん

も

耳

に

し

た

こ

と

が

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

あ

ま

り

気

に

し

す

ぎ

な

い

方

が

良

い

と

感

じ

ま

し

た

。

パ

ン

ダ

：

環

境

省

に

関

し

て

は

、

全

く

関

係

な

い

と

感

じ

ま

し

た

。

年

次

に

関

わ

ら

ず

、

私

た

ち

の

興

味

や

関

心

に

合

わ

せ

て

、

そ

の

分

野

に

詳

し

い

職

員

の

方

を

ア

サ

イ

ン

し

て

く

れ

て

い

る

、

と

い

う

印

象

で

す

。

し

ば

い

ぬ

： 

私

も

そ

う

思

い

ま

す

。

年

次

で

判

断

す

る

よ

う

な

こ

と

は

な

く

、

訪

問

者

に

余

計

な

心

配

を

さ

せ

な

い

雰

囲

気

が

あ

り

ま

し

た

。

待

合

室

の

空

気

も

と

て

も

和

や

か

で

、

職

員

の

方

々

が

フ

ラ

ン

ク

に

話

し

か

け

て

く

だ

さ

る

の

で

、

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

て

臨

め

ま

し

た

。

精

神

的

に

最

も

安

心

し

て

過

ご

せ

た

官

庁

訪

問

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

し

ば

い

ぬ

：

官

庁

訪

問

は

、

他

人

と

比

較

し

て

し

ま

い

が

ち

で

す

。

で

も

、

大

切

な

の

は

「

自

分

は

何

者

で

、

何

を

や

り

た

い

の

か

」

を

見

つ

め

、

そ

れ

を

伝

え

る

こ

と

。

も

し

ご

縁

が

な

く

て

も

、

そ

れ

は

あ

な

た

自

身

が

否

定

さ

れ

た

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

の

省

庁

が

今

求

め

て

い

る

人

材

と

、

た

ま

た

ま

マ

ッ

チ

し

な

か

っ

た

だ

け

。

そ

う

捉

え

て

ほ

し

い

で

す

。

ア

ン

テ

ロ

ー

プ

： 

官

庁

訪

問

は

、

努

力

が

必

ず

し

も

結

果

に

比

例

し

な

い

、

厳

し

い

側

面

も

あ

り

ま

す

。

で

も

、

や

れ

る

だ

け

の

準

備

を

や

り

切

っ

た

と

い

う

事

実

は

、

必

ず

あ

な

た

の

自

信

に

な

り

ま

す

。

実

際

に

行

っ

て

み

る

と

、

緊

張

の

中

に

も

新

し

い

発

見

や

人

と

の

出

会

い

と

い

っ

た

楽

し

さ

も

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

。

最

後

ま

で

諦

め

ず

、

全

力

で

、

そ

し

て

楽

し

む

気

持

ち

を

忘

れ

ず

に

挑

ん

で

く

だ

さ

い

。

パ

ン

ダ

： 

採

用

担

当

の

方

が

お

っ

し

ゃ

っ

て

い

た

「

官

庁

訪

問

は

マ

ッ

チ

ン

グ

」

と

い

う

言

葉

が

、

私

の

支

え

で

し

た

。

皆

さ

ん

は

、

官

庁

訪

問

に

来

る

切

符

を

持

っ

て

い

る

時

点

で

、

本

当

に

優

秀

な

方

々

で

す

。

ど

ん

な

結

果

に

な

っ

て

も

、

自

分

を

責

め

す

ぎ

な

い

で

く

だ

さ

い

。

そ

し

て

、

省

庁

が

求

め

る

人

物

像

に

自

分

を

無

理

に

合

わ

せ

る

の

で

は

な

く

、

あ

り

の

ま

ま

の

自

分

で

い

ら

れ

る

場

所

を

探

し

て

ほ

し

い

で

す

。

そ

の

方

が

、

入

っ

て

か

ら

も

き

そ

れ

に

加

え

て

、

訪

問

中

に

ど

れ

だ

け

多

く

の

こ

と

を

吸

収

で

き

る

か

と

い

う

「

吸

収

力

」

や

、

そ

こ

で

得

た

情

報

と

自

身

の

長

所

を

結

び

つ

け

て

説

明

で

き

る

「

柔

軟

性

」

も

、

す

ご

く

大

切

だ

と

感

じ

パ

ン

ダ

：

待

合

室

で

職

員

さ

ん

同

士

が

自

然

体

で

話

し

て

い

る

の

を

見

て

、

普

段

か

ら

こ

う

い

う

雰

囲

気

な

ん

だ

ろ

う

な

」

と

感

じ

ら

れ

た

の

も

、

志

望

度

が

上

が

る

一

因

で

し

た

ね

。

パ

ン

ダ

：

そ

れ

で

は

最

後

に

、

こ

れ

か

ら

官

庁

訪

問

に

臨

む

後

輩

の

皆

さ

ん

へ

、

メ

ッ

セ

ー

ジ

と

実

用

的

な

ア

ド

バ

イ

ス

を

お

願

い

し

ま

す

。

ま

ず

は

持

ち

物

か

ら

ど

う

で

し

ょ

う

？

ク

ジ

ラ

：

連

日

た

く

さ

ん

話

す

の

で

、

の

ど

飴

や

ト

ロ

ー

チ

は

必

須

で

す

。

ま

た

、

職

員

の

方

か

ら

名

刺

を

い

た

だ

く

機

会

が

多

い

の

で

、

名

刺

入

れ

が

あ

る

と

ス

マ

ー

ト

で

す

。

し

ば

い

ぬ

： 

官

庁

訪

問

中

に

体

調

を

崩

し

て

し

ま

っ

た

の

で

、

常

備

薬

が

あ

る

と

安

心

で

す

。

ア

ン

テ

ロ

ー

プ

： 

待

ち

時

間

に

調

べ

物

が

で

き

る

よ

う

に

、P
C

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

が

あ

る

と

便

利

で

す

。

そ

し

て

何

よ

り

、

自

分

の

心

を

支

え

て

く

れ

る

「

心

の

拠

り

所

」

の

よ

う

な

も

の

を

持

っ

て

い

く

と

、

メ

ン

タ

ル

を

強

く

保

て

る

と

思

い

ま

す

。

パ

ン

ダ

： 

で

は

、

最

後

に

後

輩

た

ち

へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

お

願

い

し

ま

す

。

未

来

の

訪

問

者

へ

（

メ

ッ

セ

ー

ジ

と

ア

ド

バ

イ

ス

）

ク

ジ

ラ

： 

官

庁

訪

問

は

情

報

戦

の

側

面

も

あ

り

、

心

が

揺

さ

ぶ

ら

れ

る

瞬

間

も

あ

る

と

思

い

ま

す

。

で

も

、

多

く

の

情

報

は

「

生

存

者

バ

イ

ア

ス

」

が

か

か

っ

て

い

る

こ

と

を

忘

れ

ず

に

。

最

終

的

に

は

、

自

分

を

強

く

持

っ

て

、

自

分

の

信

じ

る

道

を

進

ん

で

ほ

し

い

で

す

。 

ま

し

た

。

事

前

に

作

り

上

げ

た

固

定

観

念

に

と

ら

わ

れ

ず

、

そ

の

場

で

学

び

、

自

分

ら

し

さ

を

発

揮

し

て

い

く

。

そ

う

い

っ

た

姿

勢

を

意

識

す

る

と

、

き

っ

と

道

が

開

け

る

と

思

い

ま

す

。

き

っ

と

幸

せ

に

働

け

る

は

ず

で

す

。

そ

れ

に

加

え

て

、

訪

問

中

に

ど

れ

だ

け

多

く

の

こ

と

を

吸

収

で

き

る

か

と

い

う

「

吸

収

力

」

や

、

そ

こ

で

得

た

情

報

と

自

身

の

長

所

を

結

び

つ

け

て

説

明

で

き

る

「

柔

軟

性

」

も

、

す

ご

く

大

切

だ

と

感

じ

ま

し

た

。

事

前

に

作

り

上

げ

た

固

定

観

念

に

と

ら

わ

れ

ず

、

そ

の

場

で

学

び

、

自

分

ら

し

さ

を

発

揮

し

て

い

く

。

そ

う

い

っ

た

姿

勢

を

意

識

す

る

と

、

き

っ

と

道

が

開

け

る

と

思

い

ま

す

。

今

日

は

貴

重

な

お

話

を

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

こ

の

座

談

会

が

、

皆

さ

ん

の

不

安

を

少

し

で

も

和

ら

げ

、

自

分

ら

し

く

官

庁

訪

問

に

臨

む

た

め

の

一

助

と

な

れ

ば

幸

い

で

す

。

応

援

し

て

い

ま

す

！ 
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七
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某
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おわりに

EPILOGUE

２
０

２
４

年
　

３
月

北
海

道
　

美
瑛
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国家公務員を目指している方、

目指していない方、

環境省を志望している方、

考えたことのなかった方。

この冊子を手にとって

くださったすべての方が

素敵な未来を迎える

一助となれば

うれしいです。　

2025年度内定者
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ニュージーランド

Lake Tekapo

2023年2月

環境省ホームページ 

HTTPS://WWW.ENV.GO.JP 

環境省YOUTUBE 

HTTPS://M.YOUTUBE.COM/USER/KANKYOSHO 

環境省X（旧TWITTER） 

HTTPS://TWITTER.COM/KANKYO_JPN/ 

環境省学生向けX（旧TWITTER） 

HTTPS://TWITTER.COM/MOE_RECRUIT

環境省学生向けInstagram

HTTPS://WWW.INSTAGRAM.COM/MOE_RECRUIT/

環境省SNS一覧

HTTPS://WWW.ENV.GO.JP/GUIDE/SNS/INDEX.HTML
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表紙：ニュージーランド　Arthur’s Pass

2023年2月(日本の冬、ニュージーランドの夏)

裏表紙：熊本県　大観峰展望所

2024年夏

静岡県

富士山8合目

2019年夏
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！注意！
本誌の記載事項は、内定者の私見に基づくものであり、

環境省の意向を反映させたものではありません。 

使用しました写真やイラストは、

内定者が撮影した写真や各種フリー素材を使用しています。

 

デザイン・画像編集▶Canva（https://www.canva.com/）

日本地図作成▶日本地図ジェネレイター

(https://www.start-point.net/maps/map_maker/#google_vignette)

を使用しました。
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